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刊行にあたって

　平成２２年度、当館では６本の展覧会を開催いたしました。平成２１年のNHK大河ドラマ

「天地人」放映の翌年ということもあり、直江兼続生誕４５０年記念の特別展「戦国大名

とナンバー２」「上杉家家臣団」を開催し話題性の継続を図りました。また、春の特別展「国

立能楽堂コレクション 能の 雅  狂言の
エレガンス

 妙 」では能舞台を備えた置賜文化ホールとの合築
エスプリ

施設であることを存分にいかした展示と関連事業を開催し、ホールとの連携という点で

様々な試みを行いました。

　ここに、平成２２年度の年報を発刊するにあたり、これまでご協力を賜りました関係各

位に深く感謝申し上げますとともに、今後ともなお一層のご指導とご協力をお願い申し

上げます。

平成２３年１２月

米沢市上杉博物館
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　従来、上杉文華館は常設展示室の一角に設け、「上杉本洛中洛外図屏風」の複製と上杉家文書を展示し、常時国宝を
展観できるよう努めてきた。上杉文華館は特別展、企画展等と連動し、壁を仕切ることによって形態を変えてきたの
である。本年度からは、常設展示室一部リニューアルにより、上杉文華館が固定した部屋となった。また、平成２１年
大河ドラマ「天地人」の主人公、上杉家の執政直江兼続の生誕４５０年であることから、１２月までは上杉文華館でも、
単に国宝の部屋というだけでなく、上杉本洛中洛外図屏風（複製）とともに直江兼続とその時代、周辺を紹介する展
示を行った。１月～３月までは、中断していた上杉鷹山をテーマとした。

◇直江兼続を知る

①川中島の戦い　　平成２２年４月１７日（土）～平成２２年５月２５日（火）
■洛中洛外図屏風（複製Ｂ）
■国宝「上杉家文書」

川中島絵図　　「歴代年譜謙信公」
・米沢本川中島合戦図屏風（左隻）
・水晶数珠（伝上杉謙信所用）
・黒漆皺革巻太刀拵（「三勝の鐔」伝上杉謙信所用）

②春日山城の主　　平成２２年５月２７日（木）～平成２２年６月２２日（火）
■洛中洛外図屏風（複製Ｂ）
■国宝「上杉家文書」

（永正１０年）１０月２３日　長尾為景書状　　（永禄１３年）４月１６日　遠山康英書状
（天正６年）３月２４日　上杉景勝書状　　（天正９年）５月１７日　武田勝頼条書

・春日山古城之図
①越後国頸城郡春日山長尾謙信公古城之図
②古城之図　長尾謙信公
③越後国頸城郡春日山長尾謙信公古城之図

③新規採用の武将たち　　平成２２年６月２４日（木）～平成２２年７月２７日（火）
■洛中洛外図屏風（複製Ｂ）　　７月２０日（火）から展示
■国宝「上杉家文書」

（天正１０年４月頃）上杉景勝書状　　７月１９日（月）まで展示
（天正１３年）９月２３日須田満親書状

・直江兼続書　７月１９日（月）まで展示
・（慶長５年）８月６日　直江兼続書状　　７月１９日（月）まで展示
・上田士籍　　嘉永３年写
・慶長五年直江支配　　江戸時代写
・先祖書（高家／侍組）　　元文５年
・旗指物馬験図（高家／侍組）　　天保１２年
・狩野文信筆「七大臣強訴」の図　　昭和時代
・人見流抜覚集　（慶長１８年）８月６日
・鉄錆色紺糸威二枚胴具足（芋川家伝来）　７月１９日（月）まで展示
・鉄錆色塗二枚胴具足（坂田采女所用）　７月１９日（月）まで展示

④兼続の知識　　平成２２年７月２９日（木）～平成２２年８月２４日（火）
■洛中洛外図屏風（複製Ａ）
■国宝「上杉家文書」

軍法　　江戸時代（１７世紀）　　　　　　　秘伝集　　江戸時代（１７世紀）
（天正９年ヵ）６月２４日清源寺是鑑書状　　（年未詳）４月１８日直江兼続書状

・和漢連句　　桃山時代（１６世紀）

⑤天下人の力　　平成２２年８月２６日（木）～平成２２年９月２１日（火）
■洛中洛外図屏風（複製Ａ）
■国宝上杉家文書
（天正１０年）２月２０日　武田勝頼書状　　（文禄３年）１０月２８日　後陽成天皇口宣案（参議豊臣景勝）

１　展　示�

（１）常設展示　上杉文華館�
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（天正１６年）８月１７日　後陽成天皇口宣案　　（従五位下豊臣兼続）
（慶長３年）正月１０日　豊臣秀吉朱印状　　（文禄３年ヵ）４月２日　徳川家康書状
（慶長４年）９月１４日　徳川家康書状　　（年未詳）１２月２８日　徳川家康御内書

⑥上杉氏の信仰と御堂　　平成２２年９月２３日（木）～平成２２年１０月２６日（火）
■洛中洛外図屏風（複製Ａ）
■国宝上杉家文書
（年未詳）３月１１日　上杉定勝書状　　（年未詳）８月１４日　上杉定勝書状

・御堂近火手配之図　明暦元年
・絹本著色不動明王八大童子像　　室町時代前期（１４～１５世紀）
・絹本著色星曼荼羅図　　室町時代後期（１５～１６世紀）
・絹本著色六字経曼荼羅図　　室町時代後期（１５～１６世紀）

⑦景勝・兼続ファミリー　　平成２２年１０月２８日（木）～平成２２年１１月２３日（火）
■厩図屏風
■国宝上杉家文書
（年未詳）５月１１日　上杉景勝書状　　（年未詳）８月６日　直江兼続書状
（年未詳）１０月１６日　直江兼続起請文案　　（天正６年）１２月２３日　武田勝頼書状
伊呂波尽手本

⑧創られる兼続像　　平成２２年１１月２５日（木）～平成２２年１２月２６日（日）
■洛中洛外図屏風（複製Ｂ）
・新井白石著『藩韓譜』（写本）　　原本江戸時代（１８世紀）
・湯浅常山著『常山紀談』（写本）　原本江戸時代（１８世紀）
・相浦秀興著『鶴城叢書』「鶴城叢談」１～６　江戸時代（１９世紀）
・清水彦介著『米澤名臣嘉善録』　明治時代（１９世紀）
・今井清見『鶴城叢書』「直江山城守及其時代下」　　大正７年

※洛中洛外図屏風以外の所蔵は、市立米沢図書館
◇上杉鷹山書状を読む

①平成２２年１２月２８日（火）～平成２３年１月３０日（日）
■洛中洛外図屏風（複製Ｂ）
■国宝上杉家文書
（年月未詳）１０日　上杉治憲書状　　（年月日未詳）上杉治憲覚書
（年未詳）７月２６日　上杉治憲書状　　歴代年譜「治憲公」

②平成２３年２月１日（火）～平成２３年２月２７日（日）
■洛中洛外図屏風（複製Ａ）
■国宝上杉家文書
（年未詳）３月１１日　深沢嘉平太書状並上杉治憲朱筆勘返状
（年未詳）６月４日　上杉治憲書状　　（年月日未詳）２２日上杉治憲書状

・左近司惟春筆　上杉鷹山像　江戸時代（１９世紀）
・目賀多信済筆　上杉鷹山像　江戸時代（１９世紀）
・上杉熊松筆　　上杉鷹山像　明治時代（１９世紀）

③平成２３年３月１日（火）～平成２３年３月２７日（日）
■洛中洛外図屏風（複製Ａ）
■国宝上杉家文書
（年月未詳）９日　上杉治憲書状
（年月日未詳）上杉治憲書状
（文化元年）２月２６日　日上杉治憲書状
・作者不詳　上杉鷹山像　江戸時代（１９世紀）
・作者不詳　上杉鷹山像　江戸時代（１９世紀）
・作者不詳　上杉鷹山像　明治時代（１９世紀）

□コレクショントーク　いずれも土曜日、１４：００～１５：００
平成２２年４月２４日、６月５日、７月３日、７月３１日、８月２８日９月２５日、１０月３０日、１１月２７日
平成２３年１月８日、２月５日、３月５日 
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会　　期■前期　平成２２年４月１７日（土）～５月９日（日）
後期　　　　　５月１１日（火）～５月２３日（日）

会　　場■企画展示室（１００％使用）
開催日数■４６日間
主　　催■米沢市上杉博物館　ＮＨＫ山形放送局

NHKプラネット東北
特別協力■独立行政法人日本芸術文化振興会　国立能楽堂
監　　修■田邉三郎助氏（町田市立博物館長）

長崎　　巌氏（共立女子大学教授）
門脇　幸恵氏（国立能楽堂調査養成課調査資料係主任）

協　　賛■日本写真印刷株式会社
製作協力■NHKプロモーション
内　　容

　日本の伝統芸能である能楽は、２００１年ユネスコの「世界無形遺産」となり、その芸術性は新たな注目を集める。米沢藩
でも歴代藩主が能楽を嗜み、現在でも盛んである。当館は県立置賜文化ホールとの合築施設であり、併設の能舞台は各
分野で活用され、平成１４年から「伝国の杜こども狂言クラブ」の活動を継続している土地柄でもあることから、国立能楽
堂の開場２５周年を記念した巡回展に参画した。
　本展は、国立能楽堂所蔵の能・狂言面、能・狂言装束、楽器、絵画、文献資料などを一堂に展示し、日本美の究極の姿を集
約しているとも言える能楽に見られる文化のかたちを、その歴史とともに紹介。「幽玄」という言葉で表現される能の美
と、その対極に位置する狂言の美意識をあわせて紹介することで、能楽の奥深い世界に触れる機会を提供した。通常ま
とまって見ることが難しい能楽資料を一望できたことは、米沢における日本の伝統文化の普及活動としても有意義な
ものであった。また、同時開催として特別展示「上杉家伝来能衣裳と能面」を開催し、上杉重定御手択本や上杉家旧蔵能
面の紹介を行った。

入館料
一　般　４００（３２０）円　高大生　３００（２４０）円　小中生　２００（１６０）円

入館者数
５，４８５人

展示資料
約２００点

関連事業
■ギャラリートーク　４月１７日（土）、５月１５日（土）１４：００～
□ワークショップ（教育普及事業頁で報告）

構　　成
①能楽堂コレクション　１イントロダクション　２能と狂言　３能・狂言の歴史
　４能装束の精華　５　能装束・男役の装束　６能面　７能装束・女役の装束
８狂言面　９狂言装束　１０絵画・文献資料

②上杉家伝来能衣裳能面　１上杉家と能楽　２米沢における能楽の伝承

展示資料 ※寄：寄託資料
№ 分類 作品名 制作年代 員数 所蔵 前 後
１ 能面 小面 江戸時代　１７世紀 一面 国立能楽堂 ○ 
２ 能面 万媚 江戸時代　１６～１７世紀 一面 国立能楽堂（寄）  ○
３ 能面 泣増 江戸時代　１７世紀 一面 国立能楽堂（寄） ○ 
４ 能面 曲見 江戸時代　１７～１８世紀 一面 国立能楽堂  ○
５ 能面 痩女 江戸時代　１７～１８世紀 一面 国立能楽堂  ○
６ 能面 老女 江戸時代　１８世紀 一面 国立能楽堂  ○
７ 能面 老女 室町時代　１５～１６世紀 一面 国立能楽堂（寄） ○ 
８ 能面 山姥 江戸時代　１７～１８世紀 一面 国立能楽堂  ○
９ 能面 真蛇 室町時代　１６世紀 一面 国立能楽堂（寄） ○ 
１０ 能面 安達女 江戸時代　１７～１８世紀 一面 国立能楽堂（寄）  ○
１１ 能面 般若 江戸時代　１８世紀 一面 国立能楽堂 ○ 
１２ 能面 赤般若 江戸時代　１８～１９世紀 一面 国立能楽堂  ○
１３ 能面 大喝食 江戸時代　１９世紀 一面 国立能楽堂（寄）  ○
１４ 能面 小喝食 室町時代　１６世紀 一面 国立能楽堂（寄） ○ 
１５ 能面 邯鄲男 江戸時代　１８世紀 一面 国立能楽堂 ○ 
１６ 能面 中将 江戸時代　１７世紀 一面 国立能楽堂  ○
１７ 能面 敦盛 江戸時代　１８～１９世紀 一面 国立能楽堂 ○ 
１８ 能面 猩々 江戸時代　１８世紀 一面 国立能楽堂（寄）  ○
１９ 能面 二十余 江戸時代　１８世紀 一面 国立能楽堂（寄） ○ 
２０ 能面 霊怪士 桃山時代　１６世紀 一面 国立能楽堂（寄）  ○
２１ 能面 小べし見 江戸時代　１９世紀 一面 国立能楽堂  ○
２２ 能面 大べし見 室町時代　１５～１６世紀 一面 国立能楽堂（寄） ○ 
２３ 能面 猿べし見 江戸時代　１８世紀 一面 国立能楽堂（寄）  ○
２４ 能面 泥小飛出 室町時代　１５～１６世紀 一面 国立能楽堂（寄） ○ 

（２）企画展示�
①特別展　国立能楽堂開場２５周年記念�

　国立能楽堂コレクション展 －能の雅　狂言の妙－　同時開催「上杉家伝来能衣裳能面」�
エレガンス� エスプリ�
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印 刷 物
ポスター　Ｂ２
チラシ　Ａ４
図　録　Ａ４判２２４頁
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№ 分類 作品名 制作年代 員数 所蔵 前 後
２５ 能面 黒髭 江戸時代　１８世紀 一面 国立能楽堂  ○
２６ 能面 獅子口 室町時代　１５～１６世紀 一面 国立能楽堂 ○ 
２７ 能面 小天神 江戸時代　１８世紀 一面 国立能楽堂  ○
２８ 能面 神躰 江戸時代　１７～１８世紀 一面 国立能楽堂 ○ 
２９ 能面 白色尉 桃山～江戸時代　１６～１７世紀 一面 国立能楽堂  ○
３０ 能面 父尉 室町時代　１５～１６世紀 一面 国立能楽堂 ○ 
３１ 能面 黒色尉 桃山～江戸時代　１６～１７世紀 一面 国立能楽堂 ○ 
３２ 能面 髭阿瘤尉 江戸時代　１７～１８世紀 一面 国立能楽堂  ○
３３ 能面 小尉 江戸時代　１７世紀 一面 国立能楽堂 ○ 
３４ 能面 大悪尉 江戸時代　１６～１７世紀 一面 国立能楽堂（寄）  ○
３５ 能面 茗荷悪尉 室町時代　１５～１６世紀 一面 国立能楽堂（寄） ○ 
３６ 能面 鷲鼻悪尉 江戸時代　１８世紀 一面 国立能楽堂  ○
３７ 能面 べし見悪尉 江戸時代　１８世紀 一面 国立能楽堂（寄）  ○
３８ 能面 髭べし見 室町～桃山時代　１５～１６世紀 一面 国立能楽堂 ○ 
３９ 能装束 浅葱地竹鶴模様袷狩衣 江戸時代　１９世紀 一領 国立能楽堂（寄） ○ 
４０ 能装束 紫地鳳凰模様袷狩衣 江戸時代　１９世紀 一領 国立能楽堂（寄）  ○
４１ 能装束 紺地石畳法螺貝模様袷狩衣 江戸時代　１９世紀 一領 国立能楽堂（寄）  ○
４２ 能装束 紫地松皮菱繋浮線綾模様袷狩衣 江戸時代　１９世紀 一領 国立能楽堂（寄） ○ 
４３ 能装束 白地丁子立涌桐唐松模様単狩衣 江戸時代　１８～１９世紀 一領 国立能楽堂 ○ 
４４ 能装束 萌黄地霞梅花模様単狩衣 江戸時代　１９世紀 一領 国立能楽堂（寄）  ○
４５ 能装束 萌黄地卍唐花模様袷法被 江戸時代　１９世紀 一領 国立能楽堂 ○ ○
４６ 能装束 白地菊花模様袷法被 江戸時代　１８世紀 一領 国立能楽堂 ○ ○
４７ 能装束 縹地朝鮮錦単法被 江戸時代　１８世紀 一領 国立能楽堂  ○
４８ 能装束 紺地雲龍模様側次 江戸時代　１８～１９世紀 一領 国立能楽堂（寄） ○ 
４９ 能装束 萌黄地蜀江牡丹模様側次 江戸時代　１８世紀 一領 国立能楽堂（寄） ○ 
５０ 能装束 紫地桐鳳凰丸模様側次 江戸時代　１９世紀 一領 国立能楽堂（寄）  ○
５１ 能装束 紺地龍嶮山模様側次 江戸時代　１８～１９世紀 一領 国立能楽堂（寄）  ○
５２ 能装束 水浅葱地入子菱丸紋散模様厚板 桃山時代　１６～１７世紀 一領 国立能楽堂 ○ 
５３ 能装束 茶地青海波源氏車模様厚板 江戸時代　１８世紀 一領 国立能楽堂 ○ ○
５４ 能装束 紺紅段花入亀甲繋桐打板模様厚板 江戸時代　１８世紀 一領 国立能楽堂 ○ ○
５５ 能装束 茶納戸段毘沙門亀甲繋獅子丸模様厚板 江戸時代　１８世紀 一領 国立能楽堂 ○ ○
５６ 能装束 紅白段腰替桐巴格子模様厚板 江戸時代　１８～１９世紀 一領 国立能楽堂  ○
５７ 能装束 白萌黄段格子蔦模様厚板 江戸時代　１９世紀 一領 国立能楽堂 ○ 
５８ 能装束 紅地亀甲繋火焔太鼓模様半切 江戸時代　１９世紀 一腰 国立能楽堂（寄）  ○
５９ 能装束 白地唐花入丁字立涌模様半切 江戸時代　１９世紀 一腰 国立能楽堂（寄） ○ 
６０ 能装束 縹地松皮菱唐松模様半切 江戸時代　１９世紀 一腰 国立能楽堂（寄）  ○
６１ 能装束 紫地梅花梅唐草入鱗模様半切 江戸時代　１９世紀 一腰 国立能楽堂（寄） ○ 
６２ 能装束 紺地龍嶮山模様半切 江戸時代　１９世紀 一腰 国立能楽堂（寄）  ○
６３ 能装束 紅萌黄茶段青海波洲浜模様唐織 江戸時代　１８～１９世紀 一領 国立能楽堂 ○ ○
６４ 能装束 紅白段花筏模様唐織 江戸時代　１８世紀 一領 国立能楽堂 ○ 
６５ 能装束 紅地火焔太鼓菊蜻蛉模様唐織 江戸時代　１８～１９世紀 一領 国立能楽堂 ○ 
６６ 能装束 白地七宝繋唐松檜扇模様唐織 江戸時代　１８～１９世紀 一領 国立能楽堂 ○ 
６７ 能装束 紅地雪持椿模様唐織 江戸時代　１８～１９世紀 一領 国立能楽堂  ○
６８ 能装束 金紅段枝垂桜尾長鳥模様唐織 江戸時代　１８世紀 一領 国立能楽堂  ○
６９ 能装束 薄紅地籠目花丸模様唐織 江戸時代　１９世紀 一領 国立能楽堂  ○
７０ 能装束 白地藤色紙模様肩裾縫箔 桃山時代　１６世紀 一領 国立能楽堂（寄）  ○
７１ 能装束 白地草花禽獣模様肩裾縫箔 桃山時代　１６世紀 一領 国立能楽堂（寄） ○ 
７２ 能装束 白地花筏模様縫箔 江戸時代　１７世紀 一領 国立能楽堂  ○
７３ 能装束 紺地立浪水犀桶模様縫箔 江戸時代　１９世紀 一領 国立能楽堂 ○ 
７４ 能装束 白地青海波花熨斗模様縫箔 江戸時代　１８世紀 一領 国立能楽堂 ○ 
７５ 能装束 紅地麻葉花車模様縫箔 江戸時代　１９世紀 一領 国立能楽堂  ○
７６ 能装束 紺地紋散模様縫箔 江戸時代　１９世紀 一領 国立能楽堂  ○
７７ 能装束 白地青海波紅葉模様摺箔 江戸時代　１８世紀 一領 国立能楽堂  ○
７８ 能装束 浅葱地青海波松入松皮菱模様摺箔 江戸時代　１８世紀 一領 国立能楽堂（寄） ○ 
７９ 能装束 紅薄黄萌黄白段入子菱桐唐草露芝蝶模様摺箔 江戸時代　１８～１９世紀 一領 国立能楽堂（寄）  ○
８０ 能装束 水浅葱地花菱桐菱繋模様摺箔 江戸時代　１８～１９世紀 一領 国立能楽堂 ○ 
８１ 能装束 白地幸菱繋模様摺箔 江戸時代　１９世紀 一領 国立能楽堂  ○
８２ 能装束 紅地鱗模様摺箔 江戸時代　１８～１９世紀 一領 国立能楽堂（寄） ○ 
  （参考出品）白地鱗模様摺箔 江戸時代　１９世紀 一領 国立能楽堂  ○
８３ 能装束 樺色地枝垂桜鉄線模様長絹 江戸時代　１８～１９世紀 一領 国立能楽堂 ○ ○
８４ 能装束 萌黄地扇地紙牡丹模様長絹 江戸時代　１８～１９世紀 一領 国立能楽堂 ○ 
８５ 能装束 紫地竹梅若松模様長絹 江戸時代　１８～１９世紀 一領 国立能楽堂  ○
８６ 能装束 浅葱地枝垂柳流水模様長絹 江戸～明治時代　１９世紀 一領 国立能楽堂 ○ 
８７ 能装束 紫地扇地紙松模様長絹 江戸時代　１９世紀 一領 国立能楽堂  ○
８８ 能装束 紅地銀杏唐草模様舞衣 江戸時代　１９世紀 一領 国立能楽堂 ○ 
８９ 能装束 紫地変青海波若松梅模様舞衣 江戸時代　１８～１９世紀 一領 国立能楽堂（寄）  ○
９０ 能装束 濃萌黄地紅葉賀模様舞衣 江戸時代　１８～１９世紀 一領 国立能楽堂（寄） ○ 
９１ 能装束 紅地桐鳳凰模様舞衣 江戸時代　１８～１９世紀 一領 国立能楽堂（寄）  ○
９２ 能装束 浅葱地糸圭水衣 江戸時代　１９世紀 一領 国立能楽堂（寄） ○ 
９３ 能装束 水浅葱地縷水衣 江戸時代　１９世紀 一領 国立能楽堂  ○
９４ 能装束 紫地糸圭水衣 江戸時代　１９世紀 一領 国立能楽堂（寄）  ○
９５ 能装束 茶地縞水衣 江戸時代　１９世紀 一領 国立能楽堂（寄） ○ 
９６ 狂言面 登髭 江戸時代　１７世紀 一面 国立能楽堂 ○ 
９７ 狂言面 祖父 江戸時代　１８世紀 一面 国立能楽堂（寄） ○ 
９８ 狂言面 通円 江戸時代　１８世紀 一面 国立能楽堂  ○
９９ 狂言面 尼 江戸時代　１８世紀 一面 国立能楽堂 ○ 
１００ 狂言面 ふくれ 江戸時代　１８世紀 一面 国立能楽堂 ○ 
１０１ 狂言面 乙 江戸時代　１６世紀 一面 国立能楽堂（寄）  ○
１０２ 狂言面 武悪 江戸時代　１８世紀 一面 国立能楽堂 ○ 
１０３ 狂言面 空吹 江戸時代　１９世紀 一面 国立能楽堂（寄）  ○
１０４ 狂言面 賢徳 江戸時代　１９世紀 一面 国立能楽堂（寄）  ○
１０５ 狂言面 聟猿 江戸時代　１８世紀 一面 国立能楽堂 ○ 
１０６ 狂言面 白蔵主（伯蔵主） 江戸時代　１７世紀 一面 国立能楽堂（寄）  ○
１０７ 狂言面 狐 江戸時代　１７世紀 一面 国立能楽堂（寄）  ○
１０８ 狂言装束 縹地源氏車青海波模様素襖上下 江戸時代　１９世紀 一具 国立能楽堂  ○
１０９ 狂言装束 黒地菊花模様素襖上下 江戸時代　１９世紀 一具 国立能楽堂 ○ 
１１０ 狂言装束 薄黄地雲丁子丸模様素襖上下 江戸時代　１９世紀 一具 国立能楽堂 ○ 
１１１ 狂言装束 海老茶地折鶴模様素襖上下 江戸時代　１９世紀 一具 国立能楽堂 ○ 
１１２ 狂言装束 鼠地杢目模様素襖上下 江戸時代　１９世紀 一具 国立能楽堂 ○ 
１１３ 狂言装束 浅葱地松皮菱葉模様素襖上下 江戸時代　１９世紀 一具 国立能楽堂  ○
１１４ 狂言装束 茶地斜縞模様素襖上下 江戸時代　１９世紀 一具 国立能楽堂  ○



№ 分類 作品名 制作年代 員数 所蔵 前 後
１１５ 狂言装束 染分地観世水模様素襖上下 江戸時代　１８～１９世紀 一具 国立能楽堂  ○
１１６ 狂言装束 浅葱地稲穂福良雀模様素襖 江戸時代　１８世紀 一領 国立能楽堂 ○ 
１１７ 狂言装束 白地鱗模様素襖 江戸時代　１８～１９世紀 一領 国立能楽堂  ○
１１８ 狂言装束 茶地雨龍模様長裃 江戸時代　１９世紀 一具 国立能楽堂（寄）  ○
１１９ 狂言装束 紺地碇繋模様長裃 明治時代　１９世紀 一具 国立能楽堂 ○ 
１２０ 狂言装束 紺地菊菱繋模様肩衣 江戸時代　１９世紀 一領 国立能楽堂 ○ 
１２１ 狂言装束 茶地菊輪繋模様肩衣 江戸時代　１９世紀 一領 国立能楽堂 ○ 
１２２ 狂言装束 黒地流水鷺模様肩衣 江戸時代　１８世紀 一領 国立能楽堂（寄）  ○
１２３ 狂言装束 浅葱地枝垂柳霞模様肩衣 江戸時代　１９世紀 一領 国立能楽堂 ○ 
１２４ 狂言装束 縹地砧模様肩衣 江戸時代　１９世紀 一領 国立能楽堂（寄） ○ 
１２５ 狂言装束 紺地桐模様肩衣 江戸時代　１８～１９世紀 一領 国立能楽堂（寄）  ○
１２６ 狂言装束 紺地光琳桐模様肩衣 江戸時代　１８～１９世紀 一領 国立能楽堂（寄） ○ 
１２７ 狂言装束 紺地鶴模様肩衣 江戸時代　１８～１９世紀 一領 国立能楽堂  ○
１２８ 狂言装束 白地青海波網桜花模様肩衣 江戸時代　１８～１９世紀 一領 国立能楽堂 ○ 
１２９ 狂言装束 浅葱地月不如帰模様肩衣 江戸～明治時代　１９世紀 一領 国立能楽堂  ○
１３０ 狂言装束 浅葱地芭蕉蝸牛模様肩衣 江戸時代　１８～１９世紀 一領 国立能楽堂  ○
１３１ 狂言装束 黄地若鮎模様肩衣 江戸時代　１９世紀 一領 国立能楽堂（寄） ○ 
１３２ 狂言装束 薄桃地芭蕉模様肩衣 江戸時代　１９世紀 一領 国立能楽堂（寄）  ○
１３３ 狂言装束 浅葱地光琳松笹模様肩衣 江戸時代　１８世紀 一領 国立能楽堂（寄） ○ 
１３４ 狂言装束 白地波帆掛舟模様肩衣 江戸時代　１９世紀 一領 国立能楽堂（寄）  ○
１３５ 狂言装束 黄地碇模様肩衣 江戸時代　１８世紀 一領 国立能楽堂（寄） ○ ○
１３６ 狂言装束 藍鼠地菊菱丸文散模様半袴 江戸時代　１９世紀 一腰 国立能楽堂 ○ 
１３７ 狂言装束 濃茶地丸文散模様半袴 江戸時代　１９世紀 一腰 国立能楽堂 ○ 
１３８ 狂言装束 濃萌黄地丸文散模様半袴 江戸～明治時代　１９世紀 一腰 国立能楽堂  ○
１３９ 狂言装束 縹地丸文散模様半袴 江戸時代　１９世紀 一腰 国立能楽堂  ○
１４０ 狂言装束 鼠地丸文散模様半袴 江戸時代　１９世紀 一腰 国立能楽堂（寄）  ○
１４１ 狂言装束 萌黄地丸文散模様半袴 江戸時代　１９世紀 一腰 国立能楽堂 ○ 
１４２ 狂言装束 黒地丸文散模様半袴 江戸時代　１９世紀 一腰 国立能楽堂 ○ 
１４３ 狂言装束 縹地丸文散模様半袴 江戸時代　１９世紀 一腰 国立能楽堂（寄）  ○
１４４ 狂言装束 茶地縷編綴 江戸～明治時代　１９世紀 一領 国立能楽堂（寄） ○ ○
１４５ 狂言装束 紅地雲龍模様唐人衣裳 江戸時代　１８～１９世紀 一領 国立能楽堂 ○ ○
１４６ 狂言装束 紅地龍丸模様唐人衣裳 江戸時代　１８世紀 一領 国立能楽堂（寄） ○ 
１４７ 狂言装束 萌黄地石畳宝尽模様唐人衣裳 江戸時代　１８世紀 一領 国立能楽堂（寄）  ○
１４８ 楽器 能管「騎馬武者図」・那智春秋蒔絵能管筒 江戸時代　１９世紀 一管、一本 国立能楽堂 ○ ○
１４８ 楽器 柴垣梅樹蒔絵小鼓胴 江戸時代　１９世紀 一筒 国立能楽堂 ○ ○
１４８ 楽器 火焔宝珠蒔絵太鼓胴 江戸時代　１９世紀 一筒 国立能楽堂 ○ ○
１４８ 楽器 文箱蒔絵大鼓胴 江戸時代　１９世紀 一筒 国立能楽堂 ○ ○
１４９ 楽器 碇纜蒔絵大鼓胴 江戸時代　１９世紀 一個 国立能楽堂 ○ ○
１４９ 絵画 古能楽図 江戸時代初期 三面 国立能楽堂  ○
１５０ 絵画 古能狂言之図 江戸時代初期 ２０図のうち１２図 国立能楽堂 ○ ○
１５１ 絵画 能楽図帖 桃山時代 一帖 国立能楽堂 ○ ○
１５２ 絵画 能之図　狩野柳雪筆 江戸時代　１８世紀 二巻 国立能楽堂 ○ ○
１５３ 絵画 能楽手鑑 江戸時代中期 一帖 国立能楽堂 ○ ○
１５４ 絵画 能絵鑑 江戸時代中期 一帖 国立能楽堂 ○ ○
１５５ 絵画 能楽図屏風 江戸時代中期 六曲一隻 国立能楽堂  ○
   江戸時代 一領 国立能楽堂  ○
１５６ 絵画 演能図屏風　土佐光孚筆 江戸時代　１８～１９世紀 六曲一隻 国立能楽堂 ○ ○
１５７ 絵画 狂言古図 江戸時代初期 一帖 国立能楽堂 ○ ○
１５８ 絵画 狂言古画帖 江戸時代初期 一帖 国立能楽堂 ○ ○
１５９ 絵画 宮中能楽図　　狩野栄信筆 江戸時代　１９世紀 一幅 国立能楽堂 ○ 
１６０ 絵画 翁・三番三・千歳　狩野栄信筆 江戸時代　１９世紀 三幅対 国立能楽堂 ○ 
１６１ 絵画 錦絵『東海道名所之内』御能拝見之図 文久３年（１８６３）５月 一枚 国立能楽堂 ○ 
１６１ 絵画 錦絵『東海道名所之内』御能拝見朝番 文久３年（１８６３）５月 一枚 国立能楽堂 ○ 
１６１ 絵画 錦絵『東海道名所之内』御能拝見昼番  一枚 国立能楽堂  ○
  （参考出品）勧進能興行場所略図 弘化５年（１８４８） 一枚 国立能楽堂  ○
１６２ 絵画 弘化勧進能絵巻  二巻 国立能楽堂 ○ ○
１６３ 絵画 雷　河鍋暁斎筆 慶応３年（１８６７） 一幅 国立能楽堂  ○
１６４ 絵画 能装図 江戸時代 一帖 国立能楽堂 ○ ○
１６５ 文献 宝生流能装束付 江戸時代後期 二冊 国立能楽堂 ○ ○
１６６ 文献 能演目番付 嘉永時代元年（１８４８） 一枚 国立能楽堂  ○
１６７ 文献 謡本「さくら川」 室町時代末期書写 一帖 国立能楽堂 ○ ○
１６８ 文献 光悦謡本上製本「班女」 江戸時代初期 一帖 国立能楽堂 ○ ○
１６９ 文献 光悦謡本特製本「姨棄」 江戸時代初期 一帖 国立能楽堂 ○ ○
１７０ 文献 光悦謡本色替り本「東岸居士」  一帖 国立能楽堂 ○ 
１７１ 文献 光悦謡本袋綴別製普通本「江口」「杜若」 江戸時代初期書写 二冊 国立能楽堂 ○ ○
１７２ 文献 謡本「浮舟」 江戸時代初期書写 一帖 国立能楽堂 ○ ○
１７３ 文献 観世身愛奥書謡本「大原御幸」 江戸時代初期 一帖 国立能楽堂  ○
１７４ 文献 観世流一番綴紺表紙本 江戸時代初期書写 二十帖 国立能楽堂 ○ ○
１７５ 文献 観世流一番綴縹色表紙謡本 江戸時代初期書写 十帖 国立能楽堂 ○ ○

特別展示「上杉家伝来能衣装と能面」
№ 名称 員数 指定など 作者名 時代 所蔵者 
１ 神体 １面  伝龍右衛門 江戸時代（１７世紀） 東京国立博物館
２ 弱法師 １面  伝春若 江戸時代（１７世紀） 東京国立博物館
３ 宝来女 １面  伝（井関）大幸坊 江戸時代（１８世紀） 東京国立博物館
４ 浅葱地（桧垣）瓢箪模様法被 １領   江戸時代（１８世紀） 東京国立博物館
５ 紅紫段花車破格子模様厚板唐織 １領   江戸時代（１８世紀） 東京国立博物館
６ 茶地枝垂桜飛鳥模様厚板唐織 １領   江戸時代（１８世紀） 東京国立博物館
７ 黄地芥子模様縫箔 １領   江戸時代（１８世紀） 東京国立博物館
８ 白綸子紗綾形雲文胴服 １領 重要文化財  室町時代（１６世紀） 上杉神社
 （白地紗綾形雲文綸子唐織胴服）     
９ 紺地雷文繋牡丹文顕紋紗単狩衣 １領 重要文化財  室町時代（１６世紀） 上杉神社
 （紺地雷文繋牡丹顕文紗単狩衣）     
１０ 上杉重定御手沢本 １式   江戸時代（１８世紀） 個人
１１ 御稀書　御仕舞附（金剛流謡曲秘伝書） １式   江戸時代 個人
１２ 御能装束並御道具帳 １冊  上杉文書４１０  米沢市上杉博物館
１３ 狂言方御装束品々留帳 １冊  上杉文書４１１  米沢市上杉博物館
１４ 御能造物方帳 １冊  上杉文書４１２  米沢市上杉博物館
１５ 上杉綱勝公年譜 １冊    米沢市上杉博物館
１６ 三之印御品々留帳 １冊  上杉文書４１４  米沢市上杉博物館 

６
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会　　期■前期　平成２２年５月２９日（土）～６月２０日（日）
後期　平成２２年６月２６日（土）～７月１９日（月・祝）

会　　場■米沢市上杉博物館　企画展示室（１００％使用）
開催日数■４７日間
主　　催■米沢市上杉博物館

内　　容
　平成２１年の「天地人２００９」が好評であったことから、その継続性と
直江兼続の生誕４５０年を記念して、上杉景勝と直江兼続主従と同時代
の大名家を紹介した。同時代の大名家は多数あるが、東日本でとりわ
け上杉家と関係の深い、徳川家、酒井家、真田家、前田家、伊達家の主
従を取り上げた。それぞれの家の成立や性格、主従の関係の相違から、
上杉家や景勝・兼続主従の特色を明らかにしようとの試みであった
が、わかりづらい面もあったようだ。しかし、広い地域から借用した

甲冑、刀剣、軍配、陣羽織、屏風、絵巻、肖像画、古文書など資料群は圧巻で、来館者から満足の声が聞かれた。また、会期中
開催したギャラリートークはゲスト講師も招いて、それぞれの主従について詳細な話をしていただき、毎回好評を博し
た。

入館料
常設展示一体型一般　７００（５６０）円　高大生４５０（３６０）円　小中生３００（２４０）円

入館者数
前期：５，９３７人　後期：６，９３８人

展示資料
１０２点（展示替えあり）

関連事業
□講演会
平成２２年６月５日（土）１４：００～１６：００
宮島新一氏（山形大学教授）「山形に残る桃山時代の城郭御殿障壁画」
平成２２年７月４日（日）１４：００～１６：００
本多俊彦氏（高岡法科大学准教授）「前田家家臣団と直江勝吉」

□ギャラリートーク
平成２２年５月２９日（土）１０：００～１１：００
「前期／見どころ解説」　当館学芸主査　角屋由美子
平成２２年６月１２日（土）１４：００～１５：００
「真田信之と家臣団」　長野市立博物館学芸員　原田和彦氏
平成２２年６月２６日（土）１０：００～１１：００
「後期／見どころ解説」当館学芸主査　角屋由美子
平成２２年７月１０日（土）１４：００～１５：００
「伊達政宗と片倉小十郎」　仙台市史編さん室長　菅野正道氏

展示資料（前期）
ID 資料名　 指定 員数 時代 所蔵者 
１　上杉景勝と直江兼続
１ 上杉景勝像  １幅 江戸時代（１９世紀） 米沢市上杉博物館
２ 太刀　銘助宗 重要文化財 １口 太刀：鎌倉時代（１３世紀） 松岬神社
 附　革包太刀拵   拵：室町時代（１６世紀） 
３ 旗「毘」  １� 江戸時代 個人
４ 旗「愛」  １� 江戸時代 正寿院（長井市）
５ 旗「紺地日の丸」  １� 江戸時代 個人
６ 旗「龍」  １� 江戸時代 個人
７ 上杉家押前次第 国宝「上杉家文書」 １通 （年月日未詳） 米沢市上杉博物館
８ 徳利  １具 室町時代末期（１５世紀） 上杉神社
９ 青磁牡丹唐草凸花文瓶 山形県指定文化財 １口 南宋時代（１２～１３世紀） 上杉神社
１０ 紙本金地著色仕掛け屏風  ６曲１双 江戸時代（１７世紀） 上杉神社
１１ 直江兼続像  １幅 江戸時代（１９世紀）ヵ 米沢市上杉博物館
１２ 後陽成天皇口宣案 国宝「上杉家文書」 １通 天正１６年（１５８８）８月１７日 米沢市上杉博物館
１３ 直江韻書  １冊  上杉神社

②直江兼続生誕４５０年　初夏の特別展「戦国大名とナンバー２」�

印 刷 物
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１４ 直江兼続扇面 国宝「上杉家文書」 ４握 江戸時代（１７世紀） 米沢市上杉博物館

２　前田利家・利長と家臣団
１５ 前田利家像  １幅 江戸時代前期（１７世紀） 前田育徳会尊経閣文庫
１６ 末森赴援画巻（上巻・中巻）  ２巻 明治３６年（１９０３） 前田育徳会尊経閣文庫
１７ 前田利家桶狭間凱旋図  １幅 江戸時代後期（１９世紀） 藩老本多蔵品館
１８ 鐘馗幟  １� 明治時代（１９世紀） 前田育徳会尊経閣文庫
１９ 前田利家黒印状  １通 （天正１０年・１５８２）５月９日 前田育徳会尊経閣文庫
２０ 前田利家黒印状  １通 （天正１０年・１５８２）６月５日 前田育徳会尊経閣文庫
２１ 長家伝来　黒韋肩紅白糸威腹巻 石川県指定文化財 １領 室町時代（１４世紀） 石川県立歴史博物館
２２ 茶麻百足文様陣羽織  １領 桃山時代（１６世紀） 前田育徳会尊経閣文庫

３　徳川家康と家臣団
２３ 竹図（複製）  ６曲１双 （原本）桃山時代（１７世紀） 克念社
２４ 薙刀 無銘 国宗　附 葵紋蒔絵薙刀拵  １口 室町時代（１６世紀） 久能山東照宮
２５ 鑓　銘　長吉  １口 室町時代（１６世紀） 久能山東照宮
２６ 武田信玄像（摸本）  １幅 明治時代（１９世紀） 東京国立博物館
２７ 落合左平次背旗図  １幅 天保１４年（１８４３） 久能山東照宮
２８ 太刀 銘 妙純傳持 ソハヤノツルキ  １口 昭和３５年（１９６０） 久能山東照宮
　 ウツスナリ 奉納久能山東照宮御宝前    
 為森傳吉氏宮入昭平氏作之内一    
２９ 脇差 銘 重国於駿州作之  １口 江戸時代（１７世紀） 久能山東照宮
 二ツ筒天下一都筑久大夫指之    
 代々譲り物也    
３０ 榊原康政像（摸本）  １幅 大正～昭和時代（２０世紀） 東京国立博物館
３１ 革花菱亀甲文陣羽織  １領 桃山時代（１６世紀） 致道博物館
３２ 黒塗軍配団扇  １握 桃山時代（１６世紀） 致道博物館
３３ 太刀 銘 備前国吉□住人左兵衛尉助次   延慶３年（１３１０） 致道博物館
 延慶三年三月日 金象嵌銘袖之雪  １口  
３４ 徳川家康判物  １通 永禄７年（１５６４）６月２２日 致道博物館
４３ 山形城杉戸絵  ２枚４面 桃山時代（１７世紀） 最上義光歴史館

４　真田信之と家臣団
３５ 真田信之所用　萌黄糸威二枚胴具足  １領 桃山時代（１６世紀） 真田宝物館
３６ 唐冠  １頭 桃山時代（１６世紀） 真田宝物館
３７ 獅子噛  １頭 桃山時代（１６世紀） 真田宝物館
３８ 馬印頭  １頭 桃山～江戸時代（１７世紀） 真田宝物館
３９ 後陽成天皇口宣案（従五位下） 長野県宝「真田家文書」 １通 文禄３年（１５９４）１１月２日 真田宝物館
４０ 後陽成天皇口宣案（伊豆守） 長野県宝「真田家文書」 １通 文禄３年（１５９４）１１月２日 真田宝物館
４１ 上杉景勝宛行状  １通 天正１３年（１５８５）１１月３日 真田宝物館
４２ 真田昌幸宛行状  １通 （天正１３年・１５８５）３月１４日 真田宝物館

５　伊達政宗と家臣団
４４ 伊達政宗筆　徒然草抄  １巻 江戸時代前期（１７世紀） 仙台市博物館
４５ 伊達政宗夫妻像  １幅 江戸時代前期（１７世紀） 個人
４６ 片倉小十郎景綱画像  １幅 明治時代 仙台市博物館
４７ 日の丸文軍扇  １握 江戸時代前期（１７世紀） 仙台市博物館

展示資料（後期）
№ 資料名　 指定 員数 時代 所蔵者 
１　前田利家と家臣団
１ 前田利家像  １幅 江戸時代後期（１９世紀） 藩老本多蔵品館
２ 芳春夫人（まつ）像  １幅 明治２４年（１８９１） 前田育徳会尊経閣文庫
３ 銀箔押鯰尾形兜  １頭 桃山時代（１６世紀） 前田育徳会尊経閣文庫（成巽閣）
４ 芳春院自筆書状  １通 （年月日未詳） 前田土佐守家資料館
５ 豊臣秀吉前田邸御成次第  １巻 文禄３年（１５９４）４月８日 前田育徳会尊経閣文庫
６ 織田信長朱印状 石川県指定文化財 １幅 （天正７年・１５７９）７月１１日 石川県立歴史博物館
７ 末森陣之図  双福 明治２５年 前田育徳会尊経閣文庫（成巽閣）
８ 奥村永福像  １幅 江戸時代（１９世紀） 前田育徳会尊経閣文庫（成巽閣）
９ 村井長頼像  １幅 江戸時代（１９世紀） 前田育徳会尊経閣文庫（成巽閣）
１０ 前田利長書状  １通 （慶長１４年・１６０９）５月 藩老本多蔵品館

８
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１１ 上杉景勝書状  １通 （慶長９年・１６０４ヵ）３月１７日 藩老本多蔵品館
１２ 伊達政宗書状  １通 （天正１９年・１５９１）閏正月２３日 前田育徳会尊経閣文庫
１３ 上杉景勝書状  １通 （慶長３年・１５９８）４月２４日 前田育徳会尊経閣文庫
５６ 御掟  １通 （文禄４年・１５９５）８月３日 上杉神社

２　徳川家康と家臣団
１４ 徳川家康像  １幅 江戸時代 久能山東照宮
１５ 鑓 銘 三条吉広 号甕通し  １振 室町時代 個人
１６ 徳川十六将図  １幅 江戸時代（１８世紀） 致道博物館
１７ 大極旗  １疏 江戸時代 久能山東照宮
１８ 松平信一所用甲冑  １領 桃山時代（１６世紀） 上田市立博物館
１９ 黒塗交椅  １脚 桃山時代（１６世紀） 致道博物館
２０ 縦刻研出鮫打刀拵　鍔 銘 大泉  １口 明治時代 個人
 浩然居光中（花押）    
２１ 和歌懐紙「神無月」  １通 桃山時代（１６世紀） 致道博物館
２２ 小文地桐紋付韋胴服  １領 桃山時代（１６世紀） 上田市立博物館
２３ 浅井長政像（摸本）  １幅  東京国立博物館
２４ 御文書 義弘公 十九通 （展示期間：６／２６～７／７） 国宝「島津家文書」 １巻１９通 桃山～江戸時代（１６・１７世紀） 東京大学史料編纂所
２５ 御文書 二十一通 関ヶ原御合戦ニ付 壱 国宝「島津家文書」 １巻２１通 桃山～江戸時代（１６・１７世紀） 東京大学史料編纂所
 （展示期間：７／８～１９）
２６ 夏の陣図  １幅 江戸時代 久能山東照宮
２７ 黒漆塗本小札色々威童具足  １領  佐久市教育委員会

３　上杉景勝と直江兼続
２８ 直江兼続像  １幅  米沢市上杉博物館
２９ 伝直江軍部隊旗  １疏 桃山時代（１６世紀） 最上義光歴史館
３０ 上杉景勝像  １幅 江戸時代（１９世紀） 米沢市上杉博物館
３１ 太刀 銘一 号姫鶴一文字 重要文化財 １口 （刀身）鎌倉時代（１３世紀） 米沢市上杉博物館
 附　黒漆合口打刀拵   （拵）室町時代（１６世紀） 
３２ 太刀 銘長船長光 文永十一年十月廿五日 重要美術品 １口 （刀身）文永１１年（１２７４） 米沢市上杉博物館
 附　黒漆打刀拵   （拵）室町～桃山時代（１６世紀） 
３３ 千成瓢箪重箱  １具 桃山時代（１６世紀） 上杉神社
３４ 旗「愛」  １疏 江戸時代 佐久市教育委員会
３５ 紺地日の丸扇馬標  １疏 室町時代末期（１６世紀） 佐久市教育委員会
３６ 旗「刀八毘沙門」  １疏 江戸時代 佐久市教育委員会
３７ 網代提茶箪笥  １具 室町時代末期（１６世紀） 上杉神社
３８ 酒瓶  ２口 江戸時代（１７世紀） 上杉神社
３９ 上杉家押前次第 国宝「上杉家文書」 １通 （年月日未詳） 米沢市上杉博物館
４０ 上杉本洛中洛外図屏風 国宝 ６曲１双 室町時代（１６世紀） 米沢市上杉博物館
 （原本展示：６／２６～７／１、他は複製）
４１ 金小札白緋糸威日の丸文童具足  １領 江戸時代（１７世紀） 佐久市教育委員会
５７ 直江重光（兼続）自筆題詩扇面 国宝「上杉家文書」 ４握 （年月日未詳） 米沢市上杉博物館

４　真田信之と家臣団
４２ 刀 無銘  １口 室町時代 真田宝物館
４３ 朱漆塗彫漆�利紋香合  １合 明時代（１５・１６世紀） 真田宝物館
４４ 黒漆塗彫漆�利紋天目台  １基 明時代（１５・１６世紀） 真田宝物館
４５ 銀覆輪付瀬戸黄天目茶碗  １口 室町～桃山時代（１５・１６世紀） 真田宝物館
４６ 萌黄糸威二枚胴具足  １領 桃山時代（１６世紀） 真田宝物館

５　伊達政宗と家臣団
４７ 白絹縮地雪薄紋帷子  １領 江戸時代前期（１７世紀） 仙台市博物館
４８ 伊達政宗作筆漢詩「春雪」  １幅 寛永４年（１６２７）正月 仙台市博物館
４９ 北条氏照書状  １幅 （天正１３年・１５８５）６月１１日 仙台市博物館
５０ 片倉代々記一  １冊 貞享３年（１６８６） 仙台市博物館
５１ 天正十二年下長井段銭帳  １冊 天正１２年（１５８４） 仙台市博物館
５２ 天正十三年北条段銭帳  １冊 天正１３年（１５８５） 仙台市博物館
５３ 片倉家中旗印屏風  ６曲１隻 江戸時代後期（１９世紀） 片倉重信氏
５４ 片倉小十郎陣中三景  ３幅対 江戸時代後期（１９世紀） 加藤孝助氏
５５ 片倉景綱普請役申付状  １幅 （慶長１６年・１６１１）７月６日 傑山寺

 



�

会　　期■平成２２年７月２４日（土）～９月１２日（日）
会　　場■企画展示室（１００％使用）
開催日数■４９日間
主　　催■米沢市上杉博物館　「母の手」実行委員会　

内　　容
　日本人が針と糸で営んできたくらしを一針一針に込められた精神
とともに「母の手」の視点で紹介。
　刺し子、裂き織など、貴重な布を長持ちさせる女性たちの工夫と、
機能とデザインを兼ね備えた魅力を味わって頂いた。
　その心を受け継ぐ、現代の刺し子、端縫い、刺繍、パッチワーク
キルト等の作家の、手仕事から派生し、世界からも注目される創意

に溢れた現役作家の作品も紹介。米沢の「原方刺子」や、平成２１年度米沢市功労者の遠藤きよ子氏の作品も展示した。

入 館 料　一般４００（３２０）円　高大生３００（２４０）円　小中生２００（１６０）円
入館者数　６，５５７人
展示資料　約２００点
関連事業　■ギャラリートーク　７月２４日（土）１４：００～企画展示室

□ワークショップ（教育普及事業頁で報告）
構　　成

第一章　紡ぐ・織る・刺す―東北の衣服文化―
第二章　祈りを込めて縫い上げる～背守りと麻の葉文様
第三章　百徳着物
第四章　みんなのちくちく
第五章　三世代　加賀の指抜き
第六章　裁縫の記憶～裁縫雛形
第七章　再生・創造・新しい造形～現代の接ぎ手・刺し手たち

展示資料
出品作家・所蔵者 出品資料 分類
１ 三瓶清子 江戸～昭和初期の百徳着物、産着コレクション　 福島
２ 安達キク 明治～昭和　端縫い袋　かいまき　針箱 福島
３ 池晶子 端縫い　刺子 新潟
４ 大西由紀子 親子三代の指抜き 石川
５ 高橋まゆみ（創作人形・特別出品） 「想い」 
   
６ 米沢民藝館 庄内刺子　米沢刺子（花雑巾）　津軽こぎん刺し　南部菱刺し 米沢
７ 遠藤きよ子 刺子　タペストリー、着物、屏風、小物 米沢
８ 中嶋朱美（日本刺繍） 日本刺繍　額装６点 米沢
９ 滝川康子 パッチワーク３点 米沢
１０ 村田トモ子 パッチワーク３点 米沢
   
１１ 財団法人　農村文化研究所　置賜民俗資料館 花雑巾 米沢
１２ 市内個人 花雑巾 米沢
 

③企画展「母の手－和布で紡ぐ日本のこころ－」�

１０

印 刷 物
ポスター　Ｂ２
チラシ　Ａ４
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会　　期■前期　９月１８日（土）～１０月１７日（日）
後期　１０月２３日（土）～１１月２３日（火・祝）

開催日数■前期　２９日間　後期　３１日間
会　　場■企画展示室（１００％使用）
主　　催■米沢市上杉博物館

内　　容
　「上杉謙信」（平成１６年）、「上杉景勝」（平成１７年）、「直江兼続」（平成
１８年）と３ヶ年にわたって行った特別展に次ぐ位置付けを持つ展覧
会で、これまでトップの視点から紹介してきた戦国時代から近世初
頭の上杉家の歴史を家臣団の視点から捉えることを試みた。戦国大
名の対外侵攻の本格化、天下統一の進展に伴って上杉謙信や景勝を
頼って来越した周辺国の諸将、謙信・景勝の領国統治を支えた中枢部
の家臣団や、実務を担った譜代家臣などの動向を具体的に紹介した。

これまでの展示では軍事的な面に重点を置いたので、この展示では内政面の動向を中心に構成した。このような面に視
点を当ててほしいとの来館者からの要望を踏まえたところもある。近世米沢藩の家臣団形成の一端を提示することも
できた。なお、「戦いの記憶」として江戸時代において戦国から近世初期の家臣団がどのように認識されていたかという
課題も提示したが、具体的指摘は今後の展示に委ねることとした。（特別展内にて上杉本洛中洛外図屏風の原本展示を
行った。１０月２３日（土）～１１月２３日（火・祝））

入館料　一般７００（５６０）円　高大生４５０（３６０）円　小中生３００（２４０）円
入館者数　前期　９，７７３名　後期　１１，５７０名
展示資料　１１４点（前期５８点　後期５７点　重複あり）
関連事業　□講演会　１１月２０日（土）１４：００～１６：００

伝国の杜２階大会議室「戦国織豊期・近世初期の上杉家臣団」
矢田俊文氏（新潟大学人文学部教授）

□ギャラリートーク　９月１８日（土）・１０月２日（土）・１７日（日）・２３日（土）
１１月６日（土）・２３日（火・祝）１４：００～１５：００

構　　成 ＜前期＞　Ⅰ 戦いの記憶　Ⅱ 謙信家臣団　Ⅲ 領国をまとめるために
Ⅳ 謙信の中枢を担って　Ⅴ 景勝家臣団
Ⅵ 景勝権力の展開　Ⅶ 領国の拡大と家臣団　
Ⅷ 米沢上杉家の家臣団ヘ

＜後期＞　Ⅰ 謙信家臣団　Ⅱ 上杉家家臣団と京都　Ⅲ 領国をまとめるために
Ⅳ　上杉氏の中枢を担って　Ⅴ　景勝家臣団　Ⅵ　家臣団の諸相
Ⅶ　領国の拡大と家臣団　新規採用　Ⅷ　米沢上杉家の家臣団へ

展示資料（前期）
№ 資料名 員数 時代 所蔵 

１ 上杉九将図・武田二十四将図 双福 江戸時代（１９世紀） 米沢市上杉博物館

２ 米沢本川中島合戦図屏風 ６曲１双 江戸時代（１８世紀） 米沢市上杉博物館

３ 『歴代年譜　謙信公』巻七　永禄四年九月一〇日条（国宝「上杉家文書」） １冊 元禄９年（１６９６） 米沢市上杉博物館

４ 上杉謙信書状（重要文化財「越後文書宝翰集」） １通（１巻） 永禄４年（１５６１）９月１３日 新潟県立歴史博物館

５ 鉄錆色塗二枚胴具足 １領 桃山～江戸時代（１６～１７世紀） 米沢市上杉博物館

６ 大坂御陣之留帳 １冊 江戸時代（１７世紀） 米沢市上杉博物館

７ 上杉家中名字尽（国宝「上杉家文書」） １帖 天正５年（１５７７）１２月２３日 米沢市上杉博物館

８ 関東幕注文（国宝「上杉家文書」） １巻 （永禄４年〔１５６１〕３月） 米沢市上杉博物館

９ 足利義輝御内書（国宝「上杉家文書」）　 １通 （永禄２年・１５５９）６月２６日 米沢市上杉博物館

１０ 長尾憲景・長尾長健連署状（国宝「上杉家文書」） １通 （永禄１２年・１５６９）７月２１日 米沢市上杉博物館

１１ 紫茶糸威二枚胴具足 １領 桃山～江戸時代（１６～１７世紀） 米沢市上杉博物館

１２ 本庄実乃書状（重要文化財「中条家文書」） １通 （永禄１２年・１５６９）８月８日 山形大学附属図書館

１３ 直江景綱書状（重要文化財「中条家文書」 １通 （永禄１２年・１５６９）８月１７日 山形大学附属図書館

１４ 大熊朝秀書状（重要文化財「越後文書宝翰集」） １通（１巻） （天文１８年・１５４９）１１月１５日 新潟県立歴史博物館

１５ 直江景綱・河田長親奉上杉謙信朱印状（国宝「上杉家文書」） １通 永禄４年（１５６１）３月１１日 米沢市上杉博物館

１６ 本庄実乃・河田長親・山吉豊守連署状（国宝「上杉家文書」） １通 （永禄１１年・１５６８）９月８日 米沢市上杉博物館

１７ 徳川家康書状（国宝「上杉家文書」） １通 （元亀元年・１５７０）１０月８日 米沢市上杉博物館

１８ 近衛前久書状（国宝「上杉家文書」） １通 （永禄２年・１５５９） 米沢市上杉博物館

④直江兼続生誕４５０年　特別展「上杉家家臣団」�

印 刷 物
ポスター　Ｂ２
チラシ　Ａ４
図　録　Ａ４判１２８頁



１９ 上杉謙信書状 １通 （永禄１１年・１５６８）１１月２７日 米沢市上杉博物館

２０ 松本景繁書状（国宝「上杉家文書」）　 １通 （永禄１２年・１５６９）６月２５日 米沢市上杉博物館

２１ 鯵坂長実書状（国宝「上杉家文書」）　 １通 （元亀３年・１５７２）６月１７日 米沢市上杉博物館

２２ 直江景綱・河隅忠清・飯田長家連署状（国宝「上杉家文書」） １通 （元亀３年・１５７２）１０月１１日 米沢市上杉博物館

２３ 上杉景勝書状（国宝「上杉家文書」） １通 （天正６年・１５７８）３月２４日 米沢市上杉博物館

２４ 今井久家・直江重綱連署状（国宝「上杉家文書」） １通 （天正７年・１５７９）５月１２日 米沢市上杉博物館

２５ 武田勝頼書状（国宝「上杉家文書」）　 １通 （天正８年・１５８０）４月８日 米沢市上杉博物館

２６ 上杉景勝書状（国宝「上杉家文書」） １通 （天正１１年〔１５８３〕１２月ヵ） 米沢市上杉博物館

２７ 直江兼続・狩野秀治連署状写（「上杉文書」『謙信公諸士来書』八）　 １通（１冊） （天正１１年・１５８３）４月２０日 米沢市上杉博物館

Ⅴ　景勝家臣団

３４ 『定納員数目録』上・下（「上杉文書」） ２冊 文禄３年（１５９４） 米沢市上杉博物館

３５ 武田勝頼書状（国宝「上杉家文書」） １通 （天正８年・１５８０）７月１１日 米沢市上杉博物館

Ⅵ　景勝権力の展開

２８ 上杉謙信書状（国宝「上杉家文書」） １通 （弘治２年・１５５６）８月１７日 米沢市上杉博物館

２９ 上杉家軍役帳（国宝「上杉家文書」） １冊 天正３年（１５７５）２月２６日 米沢市上杉博物館

３０ 上杉謙信書状（国宝「上杉家文書」） １通 （元亀３年・１５７２）９月１８日 米沢市上杉博物館

３１ 足利義昭御内書（国宝「上杉家文書」） １通 （永禄９年・１５６６）３月１０日 米沢市上杉博物館

３２ 紅縮緬鎧下着（重要文化財） １領 室町時代（１６世紀） 上杉神社

３３ 長尾顕景（上杉景勝）感状 １通（１巻） （永禄１３年・１５７０）２月２日 長岡市立中央図書館

３６ 上杉景勝書状（国宝「上杉家文書」） １通 （天正１０年〔１５８２〕４月） 米沢市上杉博物館

３７ 鉄錆色紺糸威二枚胴具足 １領 桃山～江戸時代（１６～１７世紀） 米沢市上杉博物館

３８ 芋川氏先祖之図 １幅 江戸時代 長野県立歴史館

３９ 牧之嶋城古絵図 １紙 江戸時代 長野県立歴史館

４０ 上杉景勝条書写（国宝「上杉家文書」『上杉定勝古案集』） １通（１冊） 天正１０年（１５８２）７月２６日 米沢市上杉博物館

４１ 上杉景勝書状 １通（１幅） （天正１２年・１５８４）４月１日 長野県立歴史館

４２ 岩井信能書状（国宝「上杉家文書」） １通 （天正１０年・１５８２）４月１日 米沢市上杉博物館

４３ 直江兼続条書写（『歴代年譜　景勝公』巻二四）（国宝「上杉家文書」） １通（１冊） （慶長６年・１６０１）８月２０日 米沢市上杉博物館

４４ 紺糸威二枚胴具足　伝　直江兼続所用 １領  会津若松市

４５ 菅屋長頼書状（山形県指定文化財「上杉文書」） １通（１巻） （天正９年・１５８１）４月２０日 個人

４６ 須田満親書状（国宝「上杉家文書」） １通 （天正９年・１５８１）１１月１９日 米沢市上杉博物館

４７ 上杉景勝朱印状写（「景勝公御書」一五） １通（１冊） 天正１３年（１５８５）６月１２日 米沢市上杉博物館

４８ 三宝荒神形兜 １領 室町時代末期（１６世紀） 仙台市博物館

４９ 景継公之画像 １幅 江戸時代 市立米沢図書館

５０ 上杉景勝朱印状 １通（１幅） 文禄２年（１５９３）１０月１２日 市立米沢図書館

５１ 上杉景勝判物 １通（１幅） 天正９年（１５８１）１１月２４日 市立米沢図書館

５２ 直江兼続書状 １通（１幅） （天正１４年・１５８６）正月２４日 市立米沢図書館

５３ 慶長五年六月十日景勝様被成下御書 １紙 江戸時代 市立米沢図書館

Ⅶ　領国の拡大と家臣団

５４ 徳川秀忠書状写（『歴代年譜　景勝公』巻二〇）（国宝「上杉家文書」） １通（１冊） （慶長３年・１５９８）１０月２３日 米沢市上杉博物館

５５ 色部氏知行目録写（「古案記録草案」二） １通（１冊） 慶長３年（１５９８）９月９日 市立米沢図書館

Ⅷ　米沢上杉家の家臣団ヘ

５６ 寛永八年分限帳（「上杉文書」） １冊 寛永８年（１６３１） 米沢市上杉博物館

５７ 上杉定勝書状（「上杉文書」） １通 （寛永１３年〔１６３５〕３月２日） 米沢市上杉博物館

５８ 侍組禄籍掌故（「上杉文書」） １冊 江戸時代（１７世紀）ヵ 米沢市上杉博物館

展示資料（後期）

ID 資料名 員数 時代 所蔵 

１ 越後平定以下祝儀太刀次第写（国宝「上杉家文書」） １冊 文禄２年（１５９３）３月１４日 米沢市上杉博物館

２ 天正三年上杉家軍役帳（国宝「上杉家文書」） １冊 天正３年（１５７５）２月１６日 米沢市上杉博物館

３ 中条景泰軍役帳写（重要文化財「中条家文書」） １通 天正３年（１５７５）２月１６日 山形大学附属図書館

４ 上杉謙信軍役状 １通 天正２年（１５７４）６月２０日 上越市立総合博物館

５ 足利義輝御内書（国宝「上杉家文書」） １通 （永禄２年・１５５９）６月２６日 米沢市上杉博物館

６ 直江実綱書状 １通（１幅） （永禄４年・１５６１）２月６日 長野県立歴史館

１２



１３

７ 酒井忠次書状（国宝「上杉家文書」） １通 （元亀元年・１５７０）１０月８日 米沢市上杉博物館

８ 狩野道州・小島職鎮連署状（国宝「上杉家文書」） １通 （天正元年・１５７３）１０月１１日 米沢市上杉博物館

９ 上杉九将図 １面 江戸後期 米沢市上杉博物館

１０ 上杉十八将図 １幅 江戸時代 長野市立博物館

１１ 上杉十九将図 １幅 江戸後期 林泉寺（上越市）

１２ 上杉二十将之図 １幅 江戸後期 市立米沢図書館

１３ 上杉本洛中洛外図屏風（国宝） ６曲１双 室町時代（１６世紀） 米沢市上杉博物館

１４ 波々伯部宗徹書状（国宝「上杉家文書」） １通 （天文２１年・１５５２）６月１３日 米沢市上杉博物館

１５ 西洞院時秀書状（国宝「上杉家文書」） １通 （永禄２年・１５５９）５月１７日 米沢市上杉博物館

１６ 安富元盛武家書札礼写（国宝「上杉家文書」） １冊 原本　大永２年（１５２２）７月日 米沢市上杉博物館

   写天文２４年（１５５５）６月１６日 

１７ 豊臣秀吉書状（国宝「上杉家文書」） １通 （天正１１年・１５８３）６月２８日 米沢市上杉博物館

１８ 天徳寺宝衍書状（国宝「上杉家文書」） １通 （天正１７年・１５８９）正月１９日 米沢市上杉博物館

１９ 天室光育書状（重要文化財「中条家文書」） １通 （弘治元年・１５５５）１１月４日 山形大学附属図書館

２０ 山吉豊守書状（重要文化財「中条家文書」） １通 （年月日未詳） 山形大学附属図書館

２１ 山吉豊守等三名連署状（重要文化財「中条家文書」） １通 （永禄１１年〔１５６８）１１月）２７日 山形大学附属図書館

２２ 大熊朝秀書状（重要文化財「越後文書宝翰集」） １通（１巻） （天文２３年・１５５４）８月１３日 新潟県立歴史博物館

２３ 本庄実乃・直江景綱・大熊朝秀等連署起請文 １通（１巻） 天文２４年（１５５５）２月３日 新潟県立歴史博物館

 （重要文化財「越後文書宝翰集」）   

２４ 長尾藤景等四名連署制札 １通 永禄３年（１５６０）５月 居多神社

２５ 長尾藤景等四名連署条目（国宝「上杉家文書」） １通 永禄３年（１５６０）５月１３日 米沢市上杉博物館

２６ 新発田長敦書状案（重要文化財「中条家文書」） １通 （永禄１２年・１５６９）８月１３日 山形大学図書館

２７ 武田勝頼書状（重要文化財「越後文書宝翰集」） １通（１巻） （天正６年・１５７８）９月２４日 新潟県立歴史博物館

２８ 竹俣慶綱書状（国宝「上杉家文書」） １通 （天正９年・１５８１）６月１日 米沢市上杉博物館

２９ 桐沢具繁書状（国宝「上杉家文書」） １通 （天正１１年・１５８３ヵ）２月１８日 米沢市上杉博物館

３０ 新発田重家書状（山形県指定文化財） １通（１巻） （天正８年・１５８０ヵ）正月２３日 個人

３１ 定納員数目録上・下 ２冊 文録３年（１５９４） 米沢市上杉博物館

３２ 石田三成・増田長盛連署状（国宝「上杉家文書」） １通 （天正１５年・１５８７）１１月２２日 米沢市上杉博物館

３３ 浅葱糸威二枚胴具足 １領 桃山～江戸時代（１６～１７世紀） 米沢市上杉博物館

３４ 長尾政景書状（「穴沢文書」） １通（１巻） （天文２０年・１５５１）正月１６日 本間美術館

３５ 栗林経重書状（「穴沢文書」） １通（１巻） （天文１９年・１５５０ヵ）９月２７日 本間美術館

３６ 栗林肥前守書状（国宝「上杉家文書」） １通 （天正１０年・１５８２）２月２８日 米沢市上杉博物館

３７ 黒金景信書状（国宝「上杉家文書」） １通 （天正１０年・１５８２）２月１０日 米沢市上杉博物館

３８ 黒金景信書状（国宝「上杉家文書」） １通 （天正１６年・１５８８）５月６日 米沢市上杉博物館

３９ 上田衆交名注文 １通（１冊） 天正６年（１５７８）１２月２４日 米沢市上杉博物館

４０ 薄浅葱花文緞子胴服（重要文化財） １領 桃山～江戸時代（１６～１７世紀） 上杉神社

４１ 直江兼続書状写（『歴代古案』１５） １通（１冊） （天正２０年・１５９２）４月２０日 米沢市上杉博物館

４２ 直江兼続条書（国宝「上杉家文書」） １通 （年未詳）９月５日 米沢市上杉博物館

４３ 木戸寿三書状写（『景勝公諸士来書』１９） １通（１冊） （天正１９年・１５９１）５月２３日 米沢市上杉博物館

４４ 上条憲定書状 １通 （永正１１年・１５１４）６月１３日 仙台市博物館

４５ 本庄房長等七名連署状（酒田市指定文化財） １通（１巻） （天文４年・１５３５）９月１６日 本間美術館

４６ 上杉謙信起請文（重要文化財「越後文書宝翰集」） １通（１巻） （永禄１０年・１５６８）５月１６日 新潟県立歴史博物館

４７ 織田信長書状 １通 （天正５年・１５７７）閏７月２３日 仙台市博物館

４８ 上杉景勝書状 １通（１巻） （天正１１年・１５８３）７月１２日 米沢市上杉博物館

４９ 伊達政宗書状 １通（１巻） （天正１５年・１５８７）６月１３日 米沢市上杉博物館

５０ 斎藤盛利・外狩頼世連署諸道具注進目録 １通（１巻） 天正１８年（１５９０）１０月２０日 新潟県立歴史博物館

 （重要文化財「越後文書宝翰集」）   

５１ 南部信直書状（重要文化財「越後文書宝翰集」） １通（１巻） （天正１９年・１５９１）２月２８日 新潟県立歴史博物館

５２ 朱漆塗紫糸素懸威五枚胴具足南蛮笠式 １領 桃山時代 宮坂考古館

５３ 慶長五年直江支配 １冊 原本　慶長５年（１６００） 米沢市上杉博物館

５４ 組外御扶持方由緒古実書上申帳 １冊 明和６年（１７６９）１０月１８日 米沢市上杉博物館

５５ 寛永八年分限帳 １冊 寛永８年（１６３１） 米沢市上杉博物館

５６ 直江兼続書状写（『歴代古案』１０） １通（１冊） （慶長１４年・１６０９）５月１１日 米沢市上杉博物館

５７ 安田俊広書上 １通 寛永元年（１６２４）８月６日 米沢市上杉博物館
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会　　期■平成２２年１２月４日（土）～平成２３年２月６日（日）
会　　場■企画展示室（１００％使用）
開催日数■６５日間
主　　催■米沢市上杉博物館

内　　容
　美術の見方は見る人の数だけあって、そのうちどれかがを正しい
というものではない。また、鑑賞することは知識獲得の場だけでも
なく、同時にただひたすら作品と向かいあうことで充実した時間を
もてるわけでもない。本展では、美術を見る上で、知っていると作
品により近づくことのできるポイント（作者について、技法、材料、
構図、テーマや物語、時代による制作視点の変遷など）を織り込み

ながら作者の視点の発見（鑑賞者の目をクローズアップ）に近づくため、時代やジャンルの区分をなくし、『みる』『き
く』『かんじる』の３つの切り口で当館のアートコレクションを紹介し、作品と対峙することを展示の中心とした。「知」
や「価値」に関わる美術という楽しい学びの旅への案内をするとともに、自分が今までに身につけてきた身体感覚や
様々な知識を総動員して目の前の対象について意識をめぐらせ、一人ひとりが感じ、考えるプロセスを発見する鑑賞
の仕方を体感してもらうためのチャレンジ的な展示である。来館者が自ら作品にタイトルをつける参加コーナーも設
置した。

入 館 料　一般２００（１６０）円　高大生１００（８０）円　小中生５０（４０）円
入館者数　３，６５３人
展示資料　約５５点
関連事業　■ギャラリートーク　１２／４（土）１４：００～

□ワークショップ（教育普及事業頁で報告）
構　　成　①みる（美術の根本）

②きく（五感でみる＝音・におい・感触・気配）
③かんじる⇒みえないものをみる（経験、知識の統合・想像力）
④あなたにはどうみえる？（来館者参加コーナー）

展示資料
※すべて米沢市上杉博物館所蔵
キーワード № 資料名 作者 制作年西暦 材質形状 
みる １ 自画像 椿貞雄 １９１５ 油彩・キャンバス
 ２ untitled 後藤克芳 １９７０ 油彩・キャンバス
 ３ 赤土の山 椿貞雄 １９１５ 油彩・キャンバス
 ４ 壺（白磁大壺に椿） 椿貞雄 １９４７ 油彩・キャンバス
 ５ 乞ふ人 桜井祐一 １９３４ 木彫
 ６ 北国秋之行楽 土田文雄 １９２３ 油彩・キャンバス
 ７ 静物（りんご） 椿貞雄 １９２１ 油彩・キャンバス
 ８ 塩鮭（切り身のある） 椿貞雄 １９５１ 油彩・キャンバス
 ９ ヒマラヤの朝 福王寺法林 １９７７ 紙・岩絵具
 １０ 白月のヒマラヤ 福王寺法林 制作年未詳 紙・岩絵具
 １１ 山の変電所 福王寺法林 １９５１ 紙・岩絵具
 １２ かりん 福王寺法林 制作年未詳 紙・岩絵具
 １３ 少年 桜井祐一 １９４７ 木彫

きく １４ 月映る頃 福王寺一彦 ２０００ 紙・岩絵具
 １５ 作品名未詳 浜田浜雄 １９３０年代 油彩・キャンバス
 １６ 母体群 鈴木浩明 ２０００ 土

⑤企画展　「上杉博物館アートコレクション　美術の見方案内所」�

１４

印 刷 物
ポスター　Ｂ２
チラシ　Ａ４



１５

 １７ My hands are dirty 後藤克芳 １９７５ 油彩・キャンバス
 １８ My hand is dirty 後藤克芳 １９８２ 油彩・キャンバス
 １９ 細胞分裂 鈴木浩明 １９９２年 土
 ２０ いのちの軍勢砂浜のウミガメのごとく 鈴木浩明 ２０００ 土
 ２１ 雲と砂丘 遠藤桑珠 ２００１ 紙・岩絵具
 ２２ 蔵王雲湧く 遠藤桑珠 ２００２ 紙・岩絵具
 ２３ 山湖景雲 遠藤桑珠 ２００２ 紙・岩絵具
 ２４ Memory of Milk Bottle 後藤克芳 １９９７ アクリル・木
 ２５ DUCO CEMENT 後藤克芳 １９８０ アクリル・木
 ２６ Manhattan Summer１９９３ 後藤克芳 １９９３ アクリル・木
 ２７ Memory 後藤克芳 １９８６ アクリル・木
 ２８ Memory（T） 後藤克芳 １９８６ アクリル・エナメル・木

かんじる ３０ 夏の花 土田文雄 １９５９年 油彩・板
 ３１ 人 鈴木実 １９５９年 桂
 ３３ 蜃気楼 浜田浜雄 １９４０年 油彩・キャンバス
 ３４ GARDEN SCISSORS 後藤克芳 １９９２年 油彩・木
 ３５ untitled 後藤克芳 １９９３年 アクリル・木
 ３６ COLORADO 後藤克芳 １９７７年 油彩・木
 ３７ ノクチュルノ”夜への花束” 浜田浜雄 １９３６年 油彩・板
 ３８ 窓２（ソーのシャトオ） 浜田浜雄 １９７０年 油彩・キャンバス
 ３９ 沈む地球 桜井祐一 １９５５年 ブロンズ
 ４０ スターオプチカルカンパニー 浜田浜雄 １９４０年 油彩・板
 ４１ かげろう 浜田浜雄 １９４０年 油彩・板
 ４２ 親達夫婦達子供達 浜田浜雄 制作年未詳 紙
 ４３ 網と鳥（鳥虫花） 浜田浜雄 制作年未詳 紙
 ４４ 水彩 浜田浜雄 １９８２年 紙
 ４５ 水彩 浜田浜雄 １９８２年 紙
 ４６ 水彩 浜田浜雄 制作年未詳 紙
 ４７ 水彩 浜田浜雄 制作年未詳 紙
 ４８ DIARY１９９７ 後藤克芳 １９９７年 油彩・木
 ４９ NAIL 後藤克芳 １９８３年 アクリル・木
 ５０ MAIL BOX 後藤克芳 １９７７年 アクリル・木・ブリキ
 ５２ KNIFE 後藤克芳 １９９２年 アクリル・木
 ５３ NY SUNDAY 後藤克芳 １９８７年 アクリル・油彩・コラージュ
 ５４ NY CAT 後藤克芳 １９９４年 油彩・木
 ５５ I GOT UP AT 河原温 １９７１年 紙（絵葉書）

あなたには ５６ ＡＮ　ＥＹＥ 後藤克芳 １９９４年 油彩・木
どんなふうに ５７ タイムキーパー 浜田浜雄 １９３８年 油彩・キャンバス
みえますか？ ５８ 私自身の肖像 鈴木実 １９７９年 ラワン



�

会　　期■平成２３年２月１１日（金・祝）～３月１３日（日）
会　　場■企画展示室１００％使用
開催日数■２７日
主　　催■米沢市上杉博物館

内　　容
　鎌倉時代から明治時代までの２０００点を超える文献史料からなる
「上杉家文書」の持つ膨大な情報から「救援」「援助」といった視点
で捉えられる室町時代～近世初頭の上杉氏の歴史を紹介した展示。
上杉氏の基盤であった越後の位置付け、また「救援」「援助」の具体
的動向に時代の特徴、社会的枠組みが浮かび上がってきた。上杉氏

の歴史を社会的枠組みと密接な関連で紹介することができた。
入 館 料

一般２００（１６０）円　高大生１００円（８０）円　小中学生５０（４０）円
入館者数
２，６６３名

展示資料
５９点

関連事業
□ギャラリートーク
２月１１日（金・祝）・２月２６日（土）・３月１３日（日）１４：００～

構　　成
Ⅰ　助けて下さい　関東から　　　Ⅱ　助けて下さい　越中から　　　　　　Ⅲ　助けて下さい　信濃から
Ⅳ　助けて下さい　訴えてやる　　Ⅴ　助けて下さい　上杉家、生き残る　　Ⅵ　助けて下さい　神様、仏様

展示資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※すべて米沢市上杉博物館所蔵 

⑥コレクション展「国宝『上杉家文書』の世界Ⅳ　助けてください　－書状に託された希望－」�
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№ 資料名 員数 発給年月日 
１ 足利義教御内書 １通（１巻） （嘉吉元年・１４４１）９月２６日
２ 足利義教御内書 １通（２巻） （永享１０年・１４３８）１１月１日
３ 足利義教御内書 １通（３巻） （永享１０年・１４８３）１１月６日
４ 上杉房定書状 １通 （享徳４年・１４５５）６月９日
５ 細川勝元奉書 １通 （享徳４年・１４５５）７月２９日
６ 北条氏綱書状 １通 （大永４年・１５２５）１１月２３日
７ 三戸義宣書状 １通 （大永５年・１５２５）３月２３日
８ 長尾顕景書状 １通 （大永７年・１５２７ヵ）１２月１６日
９ 長野方業書状 １通 （大永７年・１５２７ヵ）１１月７日
１０ 徳雲軒性福条書写 １通 （大永７年・１５２７ヵ）１２月２日
１１ 長尾憲長書状 １通 （享禄元年・１５２８）１０月５日
１２ 上杉謙信書状 １通 （永禄３年・１５６０）１２月２４日
１３ 太田資正書状 １通 （永禄７年・１５６４）１１月２７日
１４ 今川氏真書状案 １通 （永禄１０年・１５６７）１２月２１日
１５ 佐竹義重書状 １通 （永禄１１年・１５６８）１２月２７日
１６ 遠山康英条書 １通 （永禄１２年・１５６９）２月２日
１７ 木戸忠朝書状 １通 （永禄１２年・１５６９）７月１５日
１８ 北条氏康書状 １通 （永禄１２年・１５６９）１０月８日
１９ 北条氏康・氏政連署起請文 １通 （永禄１３年・１５７０）２月１８日
２０ 大石芳綱書状 １通 （元亀元年・１５７０）８月１３日
２１ 北条氏康書状 １通 （元亀２年・１５７１）４月１５日
２２ 上杉謙信書状 １通 （元亀２年・１５７１ヵ）３月２３日
２３ 正木憲時書状 １通 （天正５年・１５７７ヵ）正月２０日
２４ 大館晴光副状 １通 （永禄８年・１５６５）３月２３日
２５ 足利義昭書状 １通 （永禄９年・１５６６）９月１３日
２６ 足利義昭起請文 １通 （永禄１０年・１５６７）２月２４日
２７ 毛利輝元書状 １通 （天正４年・１５７６）８月２日
２８ 皆川広照書状 １通 （天正１３年・１５８５）９月５日
２９ 豊臣秀吉書状 １通 （天正１４年・１５８６）４月１９日
３０ 石田三成・増田長盛連署副状 １通 （天正１４年・１５８６）９月２５日 

№ 資料名 員数 発給年月日 
３１ 豊臣秀吉書状 １通 （天正１５年・１５８７）２月２４日
３２ 伊達政宗書状 １通 （天正１７年・１５８９）１０月６日
３３ 豊臣秀吉朱印状 １通 （文禄４年・１５９５）２月９日
３４ 長尾為景書状 １通 （永正１６年・１５１９）２月２日
３５ 畠山勝王書状 １通 （永正１６年・１５１９）１０月１９日
３６ 畠山尚順書状 １通 （永正１７年・１５２０）正月２７日
３７ 畠山義総書状 １通 （永正１７年・１５２０）７月２日
３８ 毛利広春置文案 １通 （永正１７年・１５２０）１０月９日
３９ 長尾為景書状 １通 （永正１７年・１５２０）１２月２４日
４０ 神保覚広等４名連署状 １通 （元亀３年・１５７２）５月２３日
４１ 寺崎盛永・毛利秀広連署状 １通 （元亀３年・１５７２ヵ）６月１６日
４２ 小島職鎮書状 １通 （年未詳）６月１６日
４３ 佐々長秋書状 １通 （天正６年・１６７８）４月晦日
４４ 藤丸勝俊書状 １通 （天正８年・１５８０）９月６日
４５ 上条�順書状 １通 （天正１１年・１５８３）２月２０日
４６ 無量寿院清胤書状 １通 （天正１０年・１５８２）７月２６日
４７ 足利義輝御内書 １通 （永禄４年・１５６１）閏３月４日
４８ 関屋政朝書状 １通 （永禄６年・１５６３ヵ）３月１２日
４９ 上杉景勝条目案 １通 （天正８年・１５８０）１２月１４日
５０ 漆戸虎秀等４名連署状 １通 （天正１０年・１５８２）３月２日
５１ 栗田永寿等３名連署状 １通 （天正１３年・１５８５）９月２２日
５２ 毛利広春書状 １通 （永正１７年・１５１９）３月６日
５３ 須賀家依・毛利広春後室連署借用証文 １通 （享禄３年・１５３０）２月２日
５４ 三条西実隆書状 １通 （大永７年・１５２７）６月１０日
５５ 上杉景勝書状写 １通 （文禄３年・１５９４）１０月１７日
５６ 上杉景勝書状 １通 （元和７年・１６２１）２月４日
５７ 上杉謙信願書写 １通 （永禄７年・１５６４）８月１日
５８ 上杉謙信書状 １通 （元亀３年・１５７２）８月２４日
５９ 多賀不動院慈性書状 １通 （年未詳）５月吉日

印 刷 物　
ポスター　Ｂ２
チラシ　Ａ４
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２　教育普及
目　　的
　地域の住民（こどもたちも含めた）が地域の自然や文化を正しく理解し、それを継承していくための契機とするた
めに、歴史や美術をとおして、こどもたちが広い視野で将来を見据えられるような展示や体験学習の提供と出版物の
制作を行う。これらの活動を積み重ねていくことにより、館の社会的認知度を高めていき、その結果として、住民が
博物館（地域のシンボル）をつくっていく一員であるという認識を持つことができ、共に成長していく。

（１）ワークショップ
　子どもにも大人にも、目でみるだけではなく、五感を用いた体験を伴う活動の場を提供した。
企画展の関連事業や連続ワークショップも含め、２０のプログラムを実施。博物館ならではの収蔵品を用いた美術鑑賞、
手技・手仕事、地域の作家を講師に迎えての造形講座などを開催した。本年は春の特別展「国立能楽堂コレクション
展」に関連し、プロの能楽師を迎えてのワークショップが好評であった。

募集制ワークショップ
■置賜文化ホール・国立能楽堂共催事業　狂言ワークショップ
　①親子で狂言！　②じっくり大人編
　講　　師：高野和憲氏、月崎晴夫氏（狂言方泉流）
開催日時　　４月１８日（日）①１３：００　②１５：３０
対象・定員　①小学生親子３０名　②中学生以上３０名
参加人数　　①１０名　②８名
内　　容　　プロの能楽師の指導で能舞台に上がり、狂言の台詞や動作を体験。

■置賜文化ホール・国立能楽堂共催事業　囃子ワークショップ
　①親子でおはやし！　②じっくり大人編
開催日時　　５月９日（日）①１３：００　②１５：００
対象・定員　①小学３年生～６年生親子２０名　②中学生以上２０名
参加人数　　①１３名　②１４名
内　　容　　鼓や笛など本格的な楽器を使ってお囃子を体験。

■鑑賞の時間　　能狂言に大接近！
開催日時　４月２３日（金）１９：００　対象・定員　高校生以上２０名
参加人数　５名
内　　容　能舞台の仕組み、面のつくりなど一歩進んだ鑑賞方法を紹介。

■いつでも晴れの傘をつくろう！
開催日時　６月５日（土）１０：００　対象・定員　小学生親子　１５組
参加人数　１９名
内　　容　透明ビニール傘に絵具やフィルムを使ってオリジナルの傘づくり。

■型絵染　～入門編～　　講師：土手武彦氏、土手千鶴子氏
開催日時　７月１８日（日）１０：００　対象・定員　高校生以上２０名
参加人数　２０名
内　　容　麻の布に、藍染を用いた染織に挑戦。糊置き、色差し、水元の一連の行程を体験。

■針に思いを込めて―刺子入門①～⑤
　講師：刺子工房　創匠庵　遠藤きよ子氏
開催日時　　７月２５日（日）、３１日（土）、８月２１日（土）、
　　　　　　９月４日（土）、２１日（日）
対象・定員　小学生以上各２０名　　
参加人数　　合計８４名
内　　容　　企画展に合わせ、米沢ゆかりの原方刺子の基本パターンを制作。



■鑑賞の時間　母の手～針に込められた思いを読み解く～
開催日時　８月６日（金）１９：００　対象・定員　高校生以上２０人
参加人数　１０名
内　　容　夜の展示室で企画展「母の手～和布で紡ぐ日本の心～」を鑑賞。

■木でつくろう！Ｍｙはしづくり　　講師：杉山明博氏
開催日時　８月８日（日）１０：００　対象・定員　小中学生２０名
参加人数　９名
内　　容　ナラ、ケヤキ、ブビンガなどを使って、自分の手になじむ箸を自分の手で作り出した。

■海のモビールをつくろう
開催日時　８月１１日（水）１０：００　対象・定員　小学生２０名
参加人数　１６名
内　　容　北欧のインテリアであるモビールを制作。

■アウトリーチ　米沢民藝館探訪　　協力：米沢民藝館
開催日時　８月２２日（日）　対象・定員　小学生以上２０名
参加人数　５人
内　　容　米沢民藝館で裂織、刺子、からむし織など、風土に根差した衣生活と人々の知恵を学ぶ。

■水彩画入門　　協力：緑光会
開催日時　９月５日（日）１０：００　対象・定員　小学生２０名
参加人数　６名
内　　容　すいかやぶどうなどのモチーフを、水彩画の特徴を生かして描く。

■和の時間　包むこころ　風呂敷
開催日時　９月１０日（土）１９：００　対象・定員　高校生以上２０名
参加人数　６名
内　　容　運搬・収納・インテリアと幅広く活躍する風呂敷の活用を歴史と
　　　　　共に紹介。

■ミニチュアをつくろう
開催日時　９月２６日（土）１０：００　対象・定員　小学生２０名
参加人数　９名　
内　　容　樹脂粘土を着色して型抜きし、お菓子などを制作。

■洛中洛外図屏風をたのしむ
開催日時　１０月１日（金）１９：００　対象・定員　高校生以上２０名
参加人数　１４名　
内　　容　洛中洛外図屏風の鑑賞ワークショップ。歴史的背景と美術的な鑑
　　　　　賞法を紹介。

■洛中洛外図扇子をつくろう
開催日時　１０月２日（土）１０：００　対象・定員　高校生以上２０名
参加人数　８名　
内　　容　洛中洛外図を扇面に模写し、中骨を刺す工程を経て扇子に仕立てた。

■和の時間　香るこころ　香道　練香作り　　講師：お香を楽しむ会
開催日時　１０月１６日（土）１０：００　対象・定員　高校生以上２０名
参加人数　１５名　
内　　容　香木の粉末を調合して蜂蜜で練合わせ、さまざまな「練香」制作
　　　　　を体験。

１８



１９

■アウトリーチ　発見！米沢アート三昧
開催日時　１１月３日（水祝）１０：００　対象・定員　小学４年生以上２０名
参加人数　５名　
内　　容　相生橋、福王寺法林記念館、まちなかギャラリー、木のあかりギャ
　　　　　ラリーなどのアートスポットめぐり。

■ブルーノ・ムナーリオリジナルワークショップ　プラスマイナス
開催日時　１１月２０日（土）１０：００／１４：００
対象・定員　未就学児～小学生
参加人数　２名　
内　　容　透明シートを重ねることで自由に投影される風景を変え、物語を作り出す。

■大人の鑑賞の時間　美術の見方案内所　みる　きく　かんじる
開催日時　１月２１日（金）１９：００　対象・定員　高校生以上２０名
参加人数　６名　
内　　容　コレクション展を夜の展示室でじっくり鑑賞。福島県立美術館から鑑賞ツール「アートキューブ」借用

◆連続ワークショップ　きみもチルドレンキュレーターズ６　　小学校４年生～高校１年生　１０名
　６年目に入ったこども学芸員の活動は、アウトリーチ（他館の見学や鑑賞）による視野の拡大と、収蔵品の箱作り
や包みなおしといった資料管理の仕事を行い、学芸員としての基本的な知識を学んでもらった。
　４月２５日（日）　年間計画確認／能面体験など　体験学習室
　６月１３日（日）　アウトリーチ　「エジプト展」鑑賞　福島県立美術館
　７月１８日（日）　ワークショップ「型絵染」参加　体験学習室
　８月２２日（日）　アウトリーチ「米沢民藝館探訪」参加　米沢民藝館
　９月１１日（日）・１０月３０日（土）　　体験学習室・一般収蔵庫での活動
　１１月３日（水）　アウトリーチ「米沢アート三昧」参加　市内各所
　１２月１２日（日）・１月２９日（土）・２月１９日（土）・３月２９日（火）　体験学習室・一般収蔵庫

自由参加制ワークショップ
　申込や参加費が不要の自由参加制ワークショップは、気軽に参加して頂けるような雰囲気作りを心掛けた。地域の
来館者はもちろん、通りすがりの観光客などもその土地の風土や、民俗を感じて頂けるようなプログラムを開催。

■笹まきっていいなあ・・・
開催日時　６月１３日（日）
参加人数　３８名
内　　容　開館以来毎年継続のプログラム。郷土の保存食「笹まき」の作り方を体験。

■むかしむかしを聞こう　　協力：米沢とんと昔の会
開催日時　①６月１９日（土）どうぶつむかし　②７月２４日（土）長者むかし　　　③８月７日（土）おもしろむかし
　　　　　④９月１８日（土）こわいむかし　　⑤１０月２３日（土）おいしいむかし
内　　容　米沢とんと昔の会の協力のもと、方言による昔語りの会を開催。

　　　　　　募集制ワークショップ参加者傾向　　　　　　　　　　　　自由参加制ワークショップ参加者傾向 
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（２）プレイショップ

目　　的
　「Hands and Heart～手と心で感じよう～」をテーマに、日常の中で様々な想像と創造力を生み出すきっかけのひと
つとなる場所・空間・時間を提供し、純粋に心で感じ、楽しんでもらっている。日本古来の楽器や玩具、日本独自の
手工芸などを紹介するとともに、スイッチやボタン一つで動いてしまうものではなく、自らの手で触り、動かし、感
じることができる環境を提供する。現在失われつつある日本の伝統を一部ではあるが伝承していく。

内　　容
　常設のプレイショップは、来館者の使いやすさ、危険防止、それぞれのツールの役割がよりよく来館者に伝わるよ
うに考慮した。また、特に毎月異なるプログラムを実施している造形体験は、毎月打合せを行い、プログラムを構築
した。週末は、教育普及サポーターに来館者対応のサポートをして頂いた。

＜マンスリープログラム　季節の行事と造形体験＞
　　４月　　花祭り　　　　　春のおりがみ
　　５月　　端午　　　　　　ｍｙめんこづくり　
　　６月　　さなぶり　　　　体験！墨流し
　　７月　　七夕　　　　　　織姫になろう
　　８月　　盂蘭盆会　　　　わいわいスパッタリング
　　９月　　重陽の節句　　　秋のおりがみ
　　１０月　　お月見　　　　　いろいろなかたち
　　１１月　　七五三　　　　　オリジナル年賀状をつくろう！
　　１２月　　冬至　　　　　　風呂敷／くっつきコーンであそぼう
　　１月　　お正月／小正月　和紙でつくろう鬼の面
　　２月　　節分　　　　　　折り雛づくり
　　３月　　桃の節句　　　　ふしぎふしぎ　ぐにょっぴー

（３）ミュージアムスクール、施設、展示見学、出前授業、職場体験の受入
　　
　実物資料を活用した様々な学習の機会を提供した。今年度は春の特別展「国立能楽堂コレクション」の関連事業と
して、狂言の鑑賞やお囃子のワークショップの出前を行った。また上杉文化振興財団設立２０周年事業として秋の特別
展の招待事業を行った。

　利用日 内容 利用人数
　ミュージアムスクール（学校側が来館・学芸員が授業に参加）
　４月１９日（月） 狂言ワークショップ 米沢市立興譲小学校 ８１
　５月３１日（月）／６月１日・４日 洛中洛外図屏風鑑賞 米沢市立第二中学校２年 １５６
　８月２日（月）  米沢市内小学校書写部会 ３０
　９月３０日（木）  米沢市立万世小学校 ３９
　１２月１７日（金） コレクション展見学 米沢市立興譲小学校５年 ４８
　１２月２２日（水） コレクション展見学 米沢市立興譲小学校４年６年 ８６
　１月１４日（金） 能舞台体験 山形県立米沢養護学校　高等部 １９
　３月９日（水） デザイナーズチェア体験 米沢市立興譲小学校５年 ４５

　施設利用・見学（県内）
　米沢市内学校 １５件 小学校１１　中学校３　大学１ １４２２
　市外置賜地域学校 ９件 小学校４　中学校５ ３３０
　県内学校 ３件 小学校２　中学校１　 ２４７

　米沢上杉文化振興財団設立２０周年高校生招待事業  
　１０月５日（火）  米沢商業高等学校２年 ２９

２０



２１

　１１月１０日（水）  米沢商業高等学校 ６
　１１月１５日・１６日・１７日  山形県立米沢興譲館高等学校１年 １９７
　１１月１８日・１９日  山形県立米沢工業高等学校３年 ２２１
　１１月１８日（木）  山形県立米沢興譲館高等学校２年 １９９
　１１月２２日（月）  山形県立米沢東高等学校２年 ２８

　施設利用・見学（県外）   
　 福島県５件 中学校５ ５９１
　 宮城県４件 小学校１　中学校２　高校１ ２９１
　 愛知県東海市７件 中学校７ １０４０
　 新潟県２件 小学校２ １５５

　出前授業（博物館側が学校へ資料を持って出向く）  
　４月１９日（月） 狂言ワークショップ 米沢市立興譲小学校 ２５１
　５月１０日（月） お囃子ワークショップ 米沢市立東部小学校 １０８
　８月３日（火） スパッタリング体験 かぜのこクラブ※学童保育 ６０
　１０月２２日（金） 美術科 川西町立玉庭小中学校 １２
　２月２２日（火）・３月１日（水） 美術科 米沢市立第二中学校２年 ３１１
　３月３日（木） 美術科 米沢市立第二中学校３年 １４８

　実習・研修・職場体験等   
　８－９月 米沢チャレンジウィーク 米沢市内中学校から受入 １６
　９月 インターンシップ 山形大学 ２
　８月２３日（月）～２８日（土） 博物館実習 ７大学から受入 １３
　８月 教員１０年研修 山形県立米沢興譲館高校 １
　５月１２日（水） 研修 米沢市小学校社会科部会 ２２
   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計 ６２０４

□職場体験
　米沢市内の中学校がキャリア教育の一環として取り組んでいる「米沢チャレンジウィーク（ＹＣＷ）」に協力。
博物館業務としては、展示室の監視・もぎり等の接客、書庫や収蔵資料の整理等を中心に行った。
　　米沢市立南原中学校：２名　米沢市立第一中学校：３名　米沢市立第二中学校：２名　米沢市立第五中学校：３名　
　　米沢市立第六中学校：２名　米沢市立第三中学校：２名　米沢市立第七中学校：２名

（４）情報ライブラリー
　無料スペースである情報ライブラリーでは、企画展に関連した書籍をピックアップして紹介し、展示の内容を補っ
た。また、翌年の特別展に合わせ「上杉氏のルーツ　関東管領上杉氏」の映像ソフトを制作した。

（５）博物館実習
　博物館学芸員資格取得講座を受講している学生の実習機関として、受入を行った。本年度は下記の通り実施。

　鈴木　真理（東北生活文化大学）　　中村　友紀（専修大学）　　　　　　須貝　　俊（新潟大学）
　阿部　美香（米沢女子短期大学）　　齋藤　　光（米沢女子短期大学）　　柴田　瑛里（米沢女子短期大学）
　竹田　美穂（米沢女子短期大学）　　中嶋　未智（米沢女子短期大学）　　菱沼　　茜（米沢女子短期大学）
　鈴木　　碧（東北芸術工科大学）　　田中沙耶佳（東北芸術工科大学）　　小瀧沙里菜（福島大学）
　鈴木　芳輝（大正大学） 



（６）その他
■伝国の杜サポーター
　インフォメーション・教育普及・広報・レセプショニストそれぞれが、継続して来館者サービスを中心とした活動
を行った。博物館に関する活動は以下のとおり。

■伝国の杜ファンクラブ
　発足３年目となり、会員向け事業として福島県立美術館の見学や山形交響楽団コン
サートの事前学習会等を実施した。
会員数　一般２０５人　学生５人　ジュニア１２人

■事業評価
　今年度から本格的な博物館展示事業の内部評価を実施した。随時評価指標の検討、見直しを行い、次年度の外部評
価へとつながる足掛かりとした。

３　調　査

（１）館蔵資料調査
（歴史・民俗）
　寄贈資料、購入資料、寄託資料の目録作成。古文書の解読を含む概要調査。資料収集に関わる新資料の調査。展覧
会準備調査を調査員とともに行った。

　上杉邦憲氏寄託資料調査（長持「地」の部）　　　　　（調査者：和田節子氏）
　上杉邦憲氏寄託資料調査（長持「人」の部）　　　　　（調査者：佐藤美保子氏）

（２）資料収集に伴う調査
　資料収集の項目参照
　　　
（３）展覧会準備調査

■平成２２年度「戦国大名とナンバー２」原本展示資料調査等
　　平成２２年４月１４日　山形県米沢市　上杉神社

２２

日付� 曜日� 午前（９：００～１２：００）� 午後（１３：００～１６：００）�

８月２３日�

８月２４日�
８月２５日�
８月２６日�
８月２７日�
８月２８日�

月�

火� 工芸品（掛軸、巻子、刀剣）取扱　ＩＰＭについて（理論と実践）�
フレーム燻蒸資料もどし�
絵画取扱・近現代美術調書作成など�

フロント業務・常設展示室のガイド立案�
発表準備�

入館　８：３０　８：３０～９：００　課題の整理、事務連絡退館　１７：１５　１６：３０～１７：００　課題の整理、実習日誌の記入�

博物館概要（館内案内・紹介）�
あいさつ　事務連絡（実習簿・実習概要）�

資料の取扱（古文書）　絵画取扱・近現代美術調書作成�
資料の取扱（古文書）�

常設展示室のガイド立案・プレゼンテーション・総括�

フレーム燻蒸資料運び入れ�
資料整理作業�

水�
木�
金�
土�

教育普及�
土日・祝日を中心に体
験学習室でのプレイシ
ョップスタッフとして
の活動を継続した。毎
月勉強会を開催し、来
館者対応や提供するプ
ログラムについて意見
交換をし、業務に反映
した。�

広　　報�
伝国の杜事業のポス
ター、チラシの発送作
業を随時行った。�
伝国の杜関連記事の収
集と整理を継続して行っ
た。�

インフォメーション�
土日・祝日を中心館内
案内、観光案内を随時
行った。�

教育普及サポーターによる
水墨画の指導



２３

　　平成２２年４月１１日　宮城県白石市　片倉重信氏宅、加藤孝助氏宅、傑山寺
　　平成２２年４月２７日　山形県長井市　正寿院
　　平成２２年４月３０日　山形県鶴岡市　丙申堂、致道博物館　
　　平成２２年５月１４日　長野県長野市　真田宝物館
　　平成２２年６月８日　東京都文京区　東京大学史料編纂所
■平成２２年度特別展「上杉家家臣団」資料調査、打合せ等
　　平成２２年４月３０日　山形県酒田市　本間美術館
　　平成２２年６月２３日　福島県会津若松市　若松城天守閣郷土博物館
　　平成２２年６月２９日　大阪府大阪市　大阪城天守閣
　　平成２２年６月３０日　東京都文京区　東京大学史料編纂所
　　平成２２年７月６日　長野県更埴市　長野県立歴史館
　　平成２２年７月７日　長野県長野市　長野市立博物館
　　平成２２年７月８日　新潟県上越市　居多神社、林泉寺、上越市立総合博物館、上越市立高田図書館
　　平成２２年７月９日　新潟県長岡市　新潟県立歴史博物館、長岡市立中央図書館
　　平成２２年７月２３日　山形県山形市　山形大学付属小白川図書館
　　平成２２年７月９日　宮城県仙台市　仙台市博物館
■平成２３年度特別展「上杉氏のルーツ」資料調査
　　平成２３年３月１１日　山形県米沢市　米沢市上杉博物館
■平成２３年度企画展「サントリー美術館名品展」準備調査、打合せ等
　　平成２２年１２月１７日　東京都港区　サントリー美術館
■平成２３年度企画展「昭和展」資料調査、打合せ等
　　平成２３年１月２６日　東京都中央区　東映株式会社
　　平成２３年２月１７日　愛知県北名古屋市　北名古屋市立博物館
■平成２３年度特別展「洛中洛外図屏風に描かれた世界」研究会、打合せ等
　　平成２２年６月３０日　東京都品川区　立正大学大崎校舎
　　平成２２年９月２２日　東京都品川区　立正大学大崎校舎
　　平成２２年１１月１１日　岐阜県岐阜市　岐阜市歴史博物館
　　平成２３年３月４日　群馬県高崎市　群馬県立歴史博物館

（４）資料調査員による調査

　博物館に必要な資料の収集を適正かつ円滑に進めること、また展示、研究等に関する基礎データを得ることを目的
として、２２年度は下記の調査員に依頼した。任期は１年。
（敬称略）
　氏　名　　　　　　分　野　　　　　　　　備　考
　小林　文雄　　　　近世史　　　山形県立米沢女子短期大学准教授
　小野　　榮　　　　郷土史　　　郷土史家・元米沢市史編纂専門員
　佐藤　　繁　　　　美術　　　　米沢市立興譲小学校教頭
　月本　寿彦　　　　美術　　　　財団法人山形美術館学芸員

（５）上杉家・米沢藩関連資料調査

４　収集保管

（１）　資料収集

第１回　収集検討会議　　平成２２年１１月４日（水）
　受入審査対象資料
 №０１ 雲井龍雄書状 １巻 №０２ 越後一揆絵図 １鋪
 №０３ 土田文雄筆「北国秋之行楽」 １面 №０４ 椿貞雄筆　「桃図」 １面
 №０５ 上杉謙信書状 １幅 №０６ 直江兼続筆「有感」 １幅



 №０７ 細井平洲筆「丸山翁七十初度寿詞」 １幅
 №０８ 太刀　銘（表）永禄七年甲子年正月十一日藤原輝虎三寸上之　１口
  　　　　　（裏）備前国長船住享禄二年巳丑年兼光作
 №０９ 黒漆皺革塗鞘革巻太刀拵 １口 №１０ 刀　無銘　附軍刀拵 １口
 №１１ 海山元珠筆「達磨図」 １幅 №１２ 小田切寒松軒筆「唐人図」（草蘆三顧図） ３面
 №１３ 上村廣成筆「花鳥図押絵貼屏風」 ６曲１双 №１４ 上村廣成筆「文殊堂之曙」 １面
 №１５ 上村廣成筆「山水図」 １面 №１６ 小野寒江筆「釣人図屏風」 ２曲１隻
 №１７ 清水大典筆「冬虫夏草図原画」 ２６６枚 №１８ 伊勢道中記法 １冊
 №１９ 羽州米沢成田村から道中記 １冊 №２０ 御道中御條目 １帖
 №２１ 三輯一覧（米沢藩分限帳） ２冊 №２２ 米府鹿子 ５冊
 №２３ 米沢事跡考 １冊 №２４ 米沢里人談 １冊
 №２５ 会津四家合考 １２冊揃 №２６ 景勝下駄段・竹の子の段・一ノ谷嫩軍記 ３冊合冊
 №２７ 米沢藩江戸より高野京都迄通日用入札 １枚 №２８ （上杉藩歴代新規役職付家臣書上） １冊
 №２９ 米沢藩漆方蚕桑方定法帳・御郡中御帳漆木高 １冊 №３０ 上杉家侍付 １冊
 №３１ 上杉家の盛衰 １冊 №３２ 米沢新田藩分限帳 １冊
 №３３ 米沢新田藩南部家文書 ２箱一括 №３４ 米沢市鶴岡菓子舗　恵比寿屋 １枚

＊№１～４、№１２、№１７、№２５～３４は購入、№１３～１６は寄贈、№１１、№１８～２４は購入せず、№５～１０は要検討

第２回　収集検討会議　　平成２３年２月２３日（水）
受入審査対象資料（売渡希望）
 №０１ 直江兼続筆「有感」 １幅 №０２ 細井平洲筆「丸山翁七十初度寿詞」 １幅
 №０３ 黒漆皺革塗鞘革巻太刀拵 １口 №０４ 下條桂谷筆「伊勢道中記」 １組（上下２冊）
 №０５ 福王寺法林筆「謙信騎馬像」 １面 №０６ 上杉鷹山書「春日送降旗伯温之勢州」 １幅
 №０７ 歌川国重筆「上杉二十将・武田二十三武将図」 ２曲１隻 №０８ 泉田安芸守宛伊達政宗書状 １幅

＊以上を購入

受入審査対象資料（寄贈希望）
 №０１ 上杉謙信書状 １幅
 №０２　　太刀　銘（表）永禄七年甲子年正月十一日藤原輝虎三寸上之 １口
  　　　　　（裏）備前国長船住享禄二年巳丑年兼光作
 №０３ 椿貞雄筆水彩画（「白布高湯」か） １面 №０４ 短刀　銘　長運斎　文久３年 １口
 №０５ 上杉斉憲書 １枚

＊以上は寄贈受入

収集委員会　平成２２年度は開催せず
　収集委員会委員（任期：平成２２年７月１日～平成２４年６月３０日）
　加藤　千明（近代美術）財団法人山形美術館館長　　　東海林静男（歴史：近代史）山形県立米沢女子短期大学名誉教授
　濱田　直嗣（古美術）仙台市博物館顧問　　　　　　　山田　邦明（歴史：中世史）愛知大学教授
　湯山　賢一（書跡・古文書）　奈良国立博物館館長　　横山　昭男（歴史：近世史）山形大学名誉教授 

２４



２５

■受入資料

■受入図書 

大分類種別点数件数作者資料名資料番号

２２６

河童洞郷土玩具資料
伝統こけし１２１点
その他相良人形・成島人
形・堤人形・笹野一刀彫等

Ａ２０１０‐００１‐００１
～２２６

絵画寄贈１１目賀多竹に雀Ａ２０１０‐００２
絵画寄贈１１本間国雄（国生）吾山欲雨（吾妻山）Ａ２０１０‐００３
生活資料寄贈３８１相良人形Ａ２０１０‐００４‐００１～０３８
生活資料寄贈４１成島人形Ａ２０１０‐００４‐０３９～０４２
生活資料寄贈３１仙台堤人形Ａ２０１０‐００４‐０４３～０４５
生活資料寄贈２１花巻人形Ａ２０１０‐００４‐０４６・４７
生活資料寄贈１１褄取り（芸物）Ａ２０１０‐００４‐０４８
生活資料寄贈１１米俵かつぎ童子Ａ２０１０‐００４‐０４９
生活資料寄贈１１伏見人形米俵かつぎＡ２０１０‐００４‐０５０
生活資料寄贈４１八橋人形恵比寿Ａ２０１０‐００４‐０５１～０５４
生活資料寄贈１１三春張子招福三番叟Ａ２０１０‐００４‐０５５
絵画寄贈１１目賀多信好紙本水墨上杉鷹山肖像Ａ２０１０‐００４‐０５６
絵画寄贈１１紙本騎馬武者（大鎧着用鎌倉武士）の図Ａ２０１０‐００４‐０５７
絵画寄贈１１紙本牧野馬之図Ａ２０１０‐００４‐０５８
絵画寄贈１１粉本虎之図Ａ２０１０‐００４‐０５９
絵画寄贈１１目賀多吉之丞粉本冬山水Ａ２０１０‐００４‐０６０
絵画寄贈１１目賀多雲林紙本水墨親子猿の図Ａ２０１０‐００４‐０６１
絵画寄贈１１目賀多幽石紙本水墨山水乃図Ａ２０１０‐００４‐０６２
絵画寄贈１１粉本竹林之図Ａ２０１０‐００４‐０６３
絵画寄贈１１粉本鐘馗騎虎之図Ａ２０１０‐００４‐０６４
絵画寄贈１１粉本文殊菩薩騎獅像Ａ２０１０‐００４‐０６５
絵画寄贈１１貼りまぜ画帖一帖Ａ２０１０‐００４‐０６６
絵画寄贈１１白描西遊記Ａ２０１０‐００４‐０６７
絵画寄贈１１白描源氏物語之図Ａ２０１０‐００４‐０６８
歴史資料５１火縄銃関連資料Ａ２０１０‐００４‐０６９～０７３
絵画１１潤筆鑑Ａ２０１０‐００４‐０７４
絵画１１山水図（屏風まくり）Ａ２０１０‐００４‐０７５
絵画１１扇面（盆栽図）Ａ２０１０‐００４‐０７６
絵画１１春渓扇面Ａ２０１０‐００４‐０７７
絵画１１適意斎扇面Ａ２０１０‐００４‐０７８
生活資料１１西部小学校暑中休暇児童心得Ａ２０１０‐００４‐０７９
二次資料１１椿貞雄展覧会ポスターＡ２０１０‐００４‐０８０
二次資料１１模型大鎧（源義経所用）Ａ２０１０‐００４‐０８１
二次資料寄贈１１鯉幟Ａ２０１０‐００４‐０８２
二次資料寄贈１１太刀飾Ａ２０１０‐００４‐０８３
二次資料寄贈１１鐘鬼Ａ２０１０‐００４‐０８４

大分類種別点数件数作者資料名資料番号
二次資料寄贈１１騎馬大将Ａ２０１０‐００４‐０８５
二次資料寄贈１１神皇Ａ２０１０‐００４‐０８６
二次資料寄贈１１五月人形Ａ２０１０‐００４‐０８７
絵画購入３１小田切寒松軒唐人図（三顧草蘆図）Ａ２０１０‐００５（１）－（３）
絵画寄贈２１上村廣成花鳥押絵貼屏風右隻／左隻Ａ２０１０‐００６‐０１（１）－（２）
絵画寄贈１１上村廣成文殊堂之曙Ａ２０１０‐００６‐０２
絵画寄贈１１上村廣成山水図Ａ２０１０‐００６‐０３
絵画寄贈１１小野寒江釣人図屏風Ａ２０１０‐００６‐０４
歴史資料購入１１雲井龍雄雲井龍雄書状Ａ２０１０‐００７
歴史資料購入１１越後一揆絵図Ａ２０１０‐００８
歴史資料寄贈１１上杉鷹山書Ａ２０１０‐００９
絵画寄贈１１鈴木晋ヴェネチアからの便りＡ２０１０‐０１０
歴史資料寄贈１１書付（霜月１３日）Ａ２０１０‐０１１‐０１
絵画寄贈１１上杉熊松上杉鷹山像Ａ２０１０‐０１１‐０２
書跡寄贈１１有壁翁之筆Ａ２０１０‐０１１‐０３
書跡寄贈１１大僧正寛勝書Ａ２０１０‐０１１‐０４
書跡寄贈１１高橋松岡書Ａ２０１０‐０１１‐０５
書跡寄贈１１山中信天翁書Ａ２０１０‐０１１‐０６
書跡寄贈１１中條家文書Ａ２０１０‐０１１‐０７
絵画購入１１土田文雄北国秋之行楽Ａ２０１０‐０１２
歴史資料購入１１越後一揆絵図Ａ２０１０‐０１３
歴史資料寄贈１１上杉斉憲筆Ａ２０１０‐０１４
絵画購入２７０１清水大典冬虫夏草図原画Ａ２０１０‐０１５‐００１～２７０
絵画寄贈１１椿貞雄椿貞雄墨画Ａ２０１０‐０１６
絵画寄贈１１遠藤桑珠関根普門院の山門Ａ２０１０‐０１７
絵画寄贈１１遠藤桑珠白布大滝Ａ２０１０‐０１８
刀剣寄贈１１短刀銘長運斎是俊／文久三亥八月日Ａ２０１０‐０１９
歴史資料寄贈３１山形風俗モンペイ美人Ａ２０１０‐０２０

刀剣寄贈１１

太刀銘
（表）永禄七年甲子正月十一

日藤原輝虎三寸上之
（裏）備前国長船住享禄二年

已年丑年兼光作

Ａ２０１０‐０２１

絵画購入１１福王寺法林馬上の上杉謙信Ａ２０１０‐０２２
絵画購入２１歌川国重上杉二十将図武田二十四将図二曲屏風Ａ２０１０‐０２３
歴史資料購入１１泉他安芸守宛伊達政宗書状Ａ２０１０‐０２５
書跡購入１１直江兼続直江兼続書「有感」Ａ２０１０‐０２６
書跡購入１１細井平洲丸山翁七十初度寿詞Ａ２０１０‐０２７
刀剣購入１１黒漆皺革塗鞘革巻太刀拵Ａ２０１０‐０２８
歴史資料購入２１伊勢道中記上下Ａ２０１０‐０２９‐０１～０２

著者名１図書区分書名分類
九州歴史資料館分館柳川古文書館単行書柳川古文書館史料目録第１７集収集諸家文書目録・Ⅴ・Ⅳ１８.０９
九州歴史資料館分館柳川古文書館単行書柳川古文書館史料目録第１８集立花織衛家文書目録２００８１８.０９
国文学研究資料館史料館調査収集部単行書信濃国松代真田家文書目録（その７～１０）１８.０９
秋田県公文書館単行書秋田県庁文書群目録第５・６集（明治４０年～大正１５年①②）１８.０９
秋田県公文書館単行書秋田県庁文書群目録第７集（大正１５年～昭和１０年）１８.０９
秋田県公文書館単行書秋田県庁旧蔵古文書（秋田藩関係文書Ⅰ）１８.０９

国文学研究資料館史料館単行書
信濃国松代真田家中依田家文書目録（その
２・完）信濃国水内郡五荷村水野家文書目録

１８.０９

九州歴史資料館分館柳川古文書館単行書柳川古文書館史料目録第１５集西田家文書目録Ⅱ１８.０９
井上書店単行書井上書店古典籍・古典洋書特輯目録第５８号平成２２年（２０１０年）２月２５
三田アート画廊単行書三田アートカタログ№３５２７

日本博物館協会単行書
図書館・博物館における地域の知の拠点推進
事業博物館倫理規定に関する調査研究報告書

６９

日本博物館協会単行書アジア・太平洋地域の博物館連携にかかる総合調査研究報告書６９

文化庁文化財部美術学芸課単行書
「平成２１年度美術館・博物館活動基盤整備
支援事業」採択事業成果報告書

６９

八戸市博物館単行書八戸市博物館収蔵資料目録民俗編（３）６９.２１
八戸市博物館単行書八戸市博物館収蔵資料目録民俗編（４）６９.２１

単行書仙台市博物館収蔵資料目録１７６９.２３
仙台市博物館単行書仙台市博物館ポケットガイド６９.２３

単行書文化「地域文化芸術振興プラン」図録山形の宝もの６９.２５
福島県文化振興事業団単行書福島県歴史資料館収蔵資料目録第４１集６９.２６
郡山市歴史資料館単行書郡山市歴史資料館収蔵史料目録第２４集６９.２６
福島県博物館連絡協議会単行書ふくしまの博物館ハンドブック６９.２６
福島県文化振興事業団福島県歴史資料館単行書福島県歴史資料館収蔵資料目録第４０集６９.２６
国立歴史民俗博物館単行書国立歴史民俗博物館資料目録７・９６９.３５
豊島区立郷土資料館単行書豊島の集団学童疎開資料集１０日記・書簡編Ⅸ６９.３６
東京都江戸東京博物館都市歴史研究室単行書東京都江戸東京博物館調査報告書第２２・２３集６９.３６
横浜市歴史博物館単行書横浜市歴史博物館資料目録第１８集６９.３７
神奈川大学日本常民文化研究所単行書神奈川大学日本常民文化研究所２００７年度６９.３７
新潟県立歴史博物館単行書新潟県立歴史博物館収蔵資料目録山崎光子民俗服飾コレクション６９.４１
各務原市歴史民俗資料館単行書各務原市資料調査報告書第３３号６９.５３
豊橋市自然史博物館単行書豊橋市自然史博物館資料集第２２号６９.５５

大阪城天守閣単行書
大阪城天守閣所蔵南木コレクション総目録
五版画・印刷物第四分冊（地図・絵図・瓦版）

６９.６３

著者名１図書区分書名分類
神戸市立博物館単行書神戸市立博物館館蔵品目録考古・歴史の部２６写真・絵葉書Ⅵ６９.６４
神戸市立博物館単行書神戸市立博物館館蔵品目録美術の部２６６９.６４
神戸市立博物館単行書神戸市立博物館館蔵品目録考古・歴史の部２４写真・絵葉書Ⅴ６９.６４
愛媛県歴史文化博物館単行書えひめ発掘物語Ⅱ＆絵で見る考古学６９.８３
愛媛県歴史文化博物館単行書愛媛県歴史文化博物館資料目録第１８集６９.８３
北九州市立自然史・歴史博物館逐次刊行物北九州市立自然史・歴史博物館研究報告Ｂ類歴史第７号６９.９１
兵庫県立人と自然の博物館単行書人と自然第２０号６９.９４
八代市立博物館未来の森ミュージアム単行書松井文庫所蔵古文書調査報告書１４６９.９４
青森県立郷土館単行書妖怪展１４７
和歌山県立博物館単行書熊野三山の至宝１７０
福井市立郷土歴史博物館単行書藤島神社の宝物１７２
滋賀県立安土城考古博物館単行書天下人を祀る１９１
川越市立博物館単行書よみがえる河越館跡２０２
大坂城天守閣単行書テーマ展地中からの遺産２０２
松戸市立博物館単行書湯浅喜代治考古コレクション２０２.５
陰山英男単行書辞書びきえほん歴史上の人物２０３
滋賀県教育委員会単行書織豊期城郭基礎調査報告書４２０６
山下裕二単行書教科書に出てくる歴史ビジュアル実物大図鑑２１０
板橋区教育委員会単行書歴史民俗研究第７輯２１０
佐々木傑単行書歴史探訪今様時代絵図集２１０
法政大学国際日本学研究所逐次刊行物翻訳の不可能性２１０
法政大学国際日本学研究所逐次刊行物異文化としての日本２１０
法政大学国際日本学研究所逐次刊行物日本文化の中の天皇天皇とは？２１０
法政大学国際日本学研究所逐次刊行物人体と身体性２１０
平凡社・ランズ単行書歴史絵巻上巻２１０
進学教室サピックス小学部単行書日本歴史カード２１０
「愛蔵版ふるさと人物伝」編集委員会単行書愛蔵版ふるさと人物伝２１０
谷端昭夫単行書日本史のなかの茶道２１０
「諸式覚」を読む会単行書資料集「諸式覚」を読む１増上寺火の番関係資料２１０
東京大学史料編纂所単行書花押かがみ八南北朝時代四２１０
小和田哲男単行書ビジュアル日本史ヒロイン１０００人２１０
法政大学国際日本学研究所単行書異文化研究としての「日本学」２１０
法政大学国際日本学研究センター単行書国際日本学第８号２１０
村井章介単行書中世東国武家文書の成立と伝来に関する史料学的研究２１０.０２
福井県立一乗谷浅倉氏遺跡資料館単行書福井県立一乗谷浅倉氏遺跡資料館古文書調査研究資料３２１０.２



 

２６

著者名１図書区分書名分類
山形県立博物館単行書縄文のキセキ２１０.２
福井県立一乗谷浅倉氏遺跡資料館単行書特別史跡福井県立一乗谷浅倉氏遺跡４０２１０.２
さいたま市立博物館単行書弥生時代のさいたま－２０００年前の遺跡－２１０.２

ヨーゼフ・クライナー単行書
文部科学省私立大学学術研究高度化推進事業学術フ
ロンティア「異文化研究としての〈日本学〉」サブ・プ
ロジェクト③「日本の中の異文化」研究成果報告書

２１０.３

木村茂光単行書室町時代２１０.４
千葉昇単行書織田信長・金閣・能楽２１０.４
桐谷正信単行書戦乱と天下統一２１０.４

単行書戦国合戦録信長戦記２１０.４
両洋歴史研究会単行書戦国時代２１０.４
藤田達生単行書証言本能寺の変２１０.４
保立道久単行書新装版中世の女の一生２１０.４
河内将芳単行書信長が見た戦国京都２１０.４
黒田基樹単行書戦国大名２１０.４
本郷恵子単行書将軍権力の発見２１０.４

佐藤和彦・山田邦明・伊東和
彦・角田朋彦・清水亮

単行書南北朝遺文関東編第四巻２１０.４

単行書全国版・戦国驍勇伝乱世の魁戦場の華２１０.４
佐野みどり・新川哲雄・藤原重雄単行書中世絵画のマトリックス２１０.４
阿部猛単行書中世政治史の研究２１０.４
富山市郷土博物館単行書秀吉越中出陣２１０.４
冨田勝治単行書羽生城と木戸氏２１０.４
国立歴史民俗博物館単行書武士とはなにか２１０.４
新井邦弘単行書お江と戦国の女たち２１０.４
高橋則雄単行書地図で知る戦国下巻２１０.４
高橋慎一朗単行書Jr.日本の歴史③２１０.４
山田邦明単行書Jr.日本の歴史④２１０.４７
大賀豊・伊藤雅人・桃屋薫単行書超能力者か変人か？【不思議な人物】２１０.４
滋賀県立安土城考古博物館単行書室町最後の将軍２１０.４６
木村茂光単行書足利義満２１０.４６
伊藤喜良単行書足利義満２１０.４６
武田鏡村メディア資料戦国武将に学ぶ経営戦略２１０.４７

単行書戦国七名将２１０.４７
柴辻俊六単行書戦国期武田氏領の形成２１０.４７
小和田哲男単行書戦国武将の手紙を読む２１０.４７
柴辻俊六単行書信玄と謙信２１０.４７
丸島和洋単行書戦国大名武田氏の権力構造２１０.４７
オフィス五稜郭単行書信長の戦い２１０.４８

単行書激震織田信長２１０.４８
大坂城天守閣単行書秀吉への挑戦２１０.４８

単行書お江その数奇な生涯２１０.４８
行田市郷土博物館単行書石田三成と忍城水攻め２１０.４８
藤田達生単行書信長革命２１０.４８
彦根城博物館単行書よみがえる関ヶ原合戦－関ヶ原合戦図屏風を読む－２１０.４８
一個人編集部単行書一個人特別編集２１０.４８
田中達也単行書中近世移行期における東国村落の開発と社会２１０.４８
志茂田景樹単行書乱世を勝ち抜いた天下人の成功戦略２１０.４８
富山市郷土博物館単行書秀吉越中出陣－「佐々攻め」と富山城２１０.４８
佐々悦久単行書原色再現江戸大名家藩祖の肖像画２１０.５
一関市博物館単行書時の太鼓と城下町２１０.５
東北歴史博物館単行書絵画にみる江戸時代のみやぎ２１０.５
安城市歴史博物館単行書風まかせ東海道中２１０.５
五十嵐公一単行書近世京都画壇のネットワーク２１０.５
広島市文化財団広島城単行書企画展日清戦争と広島城２１０.６

単行書ニッポン株式会社を創った史上最強の男たち２１０.６
加藤文三他単行書まんが日本の歴史１～１２２１０.２
国立歴史民俗博物館単行書アメリカに渡った日本人と戦争の時代２１０.７
北東北三県共同展実行委員会単行書境界に生きた人々２１２

東北芸術工科大学東北文化研究センター単行書
東北地方における環境・生業・技術に関する歴
史動態的総合研究平成２１年度研究成果報告書

２１２

高橋陽一単行書川渡温泉史料２１２
鈴木岩弓単行書船形山の民俗吉田潤之介採訪資料２１２
一関市博物館単行書古文書にみる一関城下の町方２１２.２
二戸市教育委員会単行書在府小路遺跡Ⅶ・Ⅷ２１２.２
二戸市教育委員会単行書在府小路遺跡１１・八幡平遺跡２１２.２
二戸市教育委員会単行書史跡九戸城跡２１２.２
仙台市史編さん委員会単行書仙台市史特別編８慶長遣欧使節２１２.３
宮城県多賀城跡調査研究所単行書多賀城跡２１２.３
東北歴史博物館単行書多賀城・大宰府と古代の都２１２.３
齋藤潤単行書伊達氏、仙台への道２１２.３
石巻文化センター単行書まほろばへの道－古代石巻地方のくらしと交流－２１２.３
総務部文書法制課単行書森川源三郎史料２１２.４
総務部文書法制課単行書長瀬直達日記２１２.４

山形県埋蔵文化財センター調査報告書第１８２～１８３、１８６、１８８、１９０集２１２.５
山形県教育委員会単行書分布調査報告書（３６）２１２.５
山形県教育委員会単行書山形県内重要遺跡確認調査報告書（２）２１２.５
山形県教育委員会単行書分布調査報告書（３７）・山形県内重要遺跡確認調査報告書（３）２１２.５
山形県埋蔵文化財センター単行書興屋川原遺跡第１～４次発掘調査報告書本文編／写真図版編２１２.５
山形県埋蔵文化財センター単行書百刈田遺跡第１～４次発掘調査報告書本文編／表・写真図版編２１２.５
山形県埋蔵文化財センター単行書檜原遺跡第２・３次発掘調査報告書２１２.５

著者名１図書区分書名分類
山形県埋蔵文化財センター単行書クグノ遺跡発掘調査報告書２１２.５
山形県埋蔵文化財センター単行書南口Ａ遺跡発掘調査報告書２１２.５
山形県教育委員会単行書名勝及び史跡山寺２１２.５
古山均単行書歴史の町に想いを寄せて２１２.５
会津若松市史研究会単行書会津若松市史史料目録第４集２１２.６
会津若松市２０１０年メディア資料会津若松市の移り変わり～明治から現代まで～２１２.６

単行書庚申壇古墳３２１２.６
村川友彦逐次刊行物福島県の合戦２１２.６
会津若松市教育委員会単行書神指城跡試掘調査報告書２１２.６
若松城天守閣郷土博物館単行書保科正之２１２.６
若松城天守閣郷土博物館単行書日新館２１２.６
南相馬市博物館単行書古代陸奥国行方の郡家－国史跡・泉官衙遺跡－２１２.６

単行書富沢城遺跡２１２.６
単行書平成１８年度市内遺跡発掘調査報告書（試掘調査）２１２.６

喜多方市教育委員会生涯学
習課文化振興班

単行書喜多方市史資料叢書第９集２１２.６

群馬県立歴史博物館単行書群馬の肖像｣２１３.３
さいたま市立博物館単行書遺跡から見る奈良・平安時代のさいたま２１３.４
吉川市史編さん委員会単行書吉川市史資料編原始・古代・中世２１３.４
川越市立博物館単行書知恵伊豆信綱２１３.４
毛呂山町歴史民俗資料館逐次刊行物新毛呂山町史２１３.４
大東急記念文庫単行書かがみ第３９号２１３.６
板橋区立郷土資料館単行書企画展「しむら」２１３.６
横浜市歴史博物館単行書古代の役所と地域社会２１３.７
横浜市歴史博物館単行書陸の道と海の道の交差点２１３.７
横浜市歴史博物館単行書瓦版・絵巻にみるペリー来航と横浜開港２１３.７
横浜市歴史博物館単行書絵地図・浮世絵にみる開港場・横浜の風景２１３.７
横浜市歴史博物館単行書江戸時代の神奈川２１３.７
横浜市歴史博物館単行書考古学ってなに？２１３.７
矢田俊文逐次刊行物越後文書宝翰集：色部氏文書Ⅰ２１４.１
新潟市歴史博物館単行書海峡を越えて２１４.１
新潟県立歴史博物館単行書日本海の至宝２１４.１
新修小松市史編纂委員会単行書こまつの歴史２１４.３
千木良礼子単行書特別史跡一乗谷浅倉氏遺跡３９２１４.４
福井県立歴史博物館単行書龍２１４.４
福井市立郷土歴史博物館単行書福井城と城下町のすがた２１４.４
神宮徴古館農業館単行書神宮名品図録２１５
天野努単行書図説安房の歴史２１５.２
長野市松代真田宝物館単行書松代白鳥神社調査報告書２１５.２
飯田市美術博物館単行書信州飯田領主堀侯２１５.２
長野市教育委員会文化課単行書松代新御殿（真田邸）２１５.２
安城市歴史博物館単行書村絵図Ⅰ２１５.５
安城市歴史博物館単行書私の好きな逸品－収蔵名品展－２１５.５
小松陽介・伊藤徹哉・鈴木厚志単行書都道府県別日本地理近畿地方２１６
彦根城博物館単行書テーマ展シリーズ戦国激動の佐和山城２１６.１
甲賀市史編さん委員会単行書甲賀市史第７巻甲賀の城２１６.１
仁木宏単行書京都の都市共同体と権力２１６.２

菅原憲二単行書
丹後国加佐郡上安久村安久家文書目録第
三集（現京都府舞鶴市上安久）

２１６.２

京都市埋蔵文化財研究所単行書つちの中の京都４２１６.２
大阪城天守閣単行書徳川時代大坂城関係史料集第１３号２１６.３
高槻市立しろあと歴史館単行書きらめく☆侍アート２１６.３
和歌山市立博物館逐次刊行物よみがえる和歌山の縄文の世界２１６.６
和歌山市立博物館単行書紀州徳川家のお姫さま２１６.６
鳥取市歴史博物館単行書ここはご城下にござる２１７.２
青木俊介・新川隆単行書石見銀山：石見銀山遺跡発掘調査概要１９２１７.３
パスコ単行書広島城跡上八丁掘地点２１７.６
広島市文化財団広島城単行書広島湾頭をめぐる歴史群像２１７.６
徳島市立徳島城博物館単行書蜂須賀三代正勝・家政・至鎮２１８.１
鍋島報效会単行書神代家文書目録２１９.２
八代市立博物館未来の森ミュージアム単行書八代城主松井家の名宝２１９.４
都城市教育委員会単行書都城島津家伝来史料史料調査報告書（１）～（３）２１９.６
尚古集成館単行書海洋国家薩摩２１９.７
宜野座村立博物館単行書宜野座村の文化財集（２）２１９.９
南城市史編集委員会単行書南城市史総合版（通史）２１９.９

国建単行書
文化財保存整備基本計画作成業務委託（大
謝名・嘉数・我如古・真栄原地区）報告書

２１９.９

藤田佳久単行書東亜同文書院生が記録した近代中国２２２
森岡浩単行書名字でたどる日本の名家２８８
寺本哲子単行書花結び手帖：３６６日の花個紋２８８
網本光悦単行書決定版知れば知るほど面白い！家紋と名字２８８
河内祥輔・新田一郎単行書天皇と中世の武家２８８
志村平治逐次刊行物信濃須田一族須田相模守満親２８９
土佐山内家宝物資料館単行書山内容堂２８９
福島県立博物館単行書千少庵と蒲生氏郷２８９
井尻千男単行書明智光秀２８９
菅茶山関係書籍発刊委員会単行書菅茶山の世界２８９
江口浩三単行書茶人織田信長２８９
山田勝芳単行書溥儀の忠臣・工藤忠２８９
笹本正治単行書武田勝頼－日本にかくれなき弓取り－２８９
今福匡単行書上杉景虎－謙信後継を狙った反主流派の盟主－２８９



２７

 著者名１図書区分書名分類

東北芸術工科大学東北文化
研究センター

単行書
東北地方における環境・生業・技術に関する歴
史動態的総合研究平成２０年度研究成果報告書

２９０

チーム「あるく・みる・きく」単行書上郷２９１
チーム「あるく・みる・きく」単行書八森養蚕の記録２９１
徳島市立徳島城博物館単行書描かれた城下町２９１
鍋島報效会単行書御城下絵図を読み解く２９１
沖縄国際大学南島文化研究所単行書石垣島調査報告書（２）３０６
衆議院憲政記念館単行書政党政治への道－議会開幕から本格的政党内閣誕生へ－特別展３１３
税務大学校税務情報センター租税史料室単行書酒税関係史料集～明治時代～３４５
税務大学校税務情報センター租税史料室単行書明治の酒税３４５
山形県政策推進部統計企画課単行書山形県勢要覧平成２２年刊３５０

メディア
資料

東亜同文書院から愛知大学の歩み「２１世
紀にはばたく真の国際人の育成」

３６１

大阪人権博物館逐次刊行物ビジュアル部落史３６１
菅原憲二単行書記録史料と日本近世社会Ⅴ３６２
総合女性史研究会単行書時代を生きた女たち３６７
光文社会科学習資料研究会単行書社会科資料集６年３７５
土浦市立博物館単行書幼児教育コトハジメ３７６
愛知大学東亜同文書院大学記念センター単行書東亜同文書院大学と愛知大学３７７
愛知大学東亜同文書院大学記念センター単行書愛知大学東亜同文書院大学記念センター３７７
日本大学通信教育部学芸員コース逐次刊行物想古－第３号－３７７
地域創造単行書ステージラボ・マスターコース報告書研修企画支援事業報告書３７９
遠野市立博物館単行書遠野市立博物館リニューアル特別展「遠野物語の１００年」３８０
矢野憲一単行書楠３８０
平野恵単行書温室３８０
飯田市美術博物館単行書遠山谷中部の民俗３８０
河上繁樹単行書江戸のダンディズム男の美学３８３

長野県教育委員会文化財課・松代文
化施設等管理事務所（真田宝物館）

単行書真田家の衣服３８３

並木誠士単行書江戸の遊戯貝合せ・かるた・すごろく３８４
川嶋將生単行書祇園祭祝祭の京都３８６
新谷尚紀単行書年中行事３８６
長野市立博物館単行書お願い！神さま仏さま３８７
兵庫県立歴史博物館単行書図説妖怪画の系譜３８８
近藤喜博単行書日本の鬼３８８
国立歴史民俗博物館単行書アジアの境界を超えて３８９
原田操単行書甲斐盆地考・礎条里考証４４８
倉敷市立自然史博物館単行書岡山県のレッドデータ生物４６８
福井市自然史博物館単行書福井の淡水魚図鑑特別展解説書４６８
北上市立博物館単行書北上と日本のセミ・せみ・蝉４８６
石川県立歴史博物館単行書トキ舞う空へ４８８
愛媛県歴史文化博物館単行書伊予の城めぐり－近世城郭の誕生－５２１
松岡知子逐次刊行物週刊安土城をつくる通巻１１０号５２１
千葉市立郷土資料館単行書歴史の中の火縄銃５５９
タルイピアセンター単行書ホンモノ？ニセモノ？作りモノ５６６
福島県立博物館単行書〈漆のくに・会津〉プロジェクト事業報告書５７６
福井県立歴史博物館単行書赤５７６
南相馬市博物館単行書台所からキッチンへ５８１
齋藤信作（紅会）単行書日本刺繍「紅会」繍の精華５９３
伊藤佐智子単行書着物で遊ぶ菊地信子さんの場合５９３
タルイピアセンター単行書戦国武将の勝負飯５９６
龍崎英子単行書郷土料理５９６
安城市歴史博物館単行書描かれた農四季耕作図６１２
小笠原左衛門尉亮軒単行書江戸の花競べ園芸文化の到来６２７
名勝松濤園修理事業委員会単行書名勝松濤園内御居間他修理工事報告書第１編修理工事改訂版６２９
小山市立博物館単行書桑摘み唄と小山の養蚕６３０
鳥取市歴史博物館単行書カイコ盛衰６３１
さいたま市立博物館単行書さいたまの製糸６３９
福井県立歴史博物館単行書エコロジースタイル人と木の物語６５３
福山市鞆の浦歴史民俗資料館単行書瀬戸内の港町ゆかりの看板・引札展６７４
ブルーガイド編集部単行書てくてく歩き３１東北６８９
飯田市美術博物館単行書日夏耿之介コレクション目録Ⅱ－書簡編－６９３
土浦市博物館単行書絵葉書にみる土浦６９３
濱田信義単行書招福の美めでた尽くし７０２
東京美術倶楽部単行書第１８回東美特別展７０２
神宮美術館単行書神宮奉納美術７０３
神宮美術館単行書神宮奉納美術７０３
神奈川県立近代美術館美術図書室単行書山口蓬春文庫目録７０３
田中景子単行書芸術界２００９７０５
福島県立美術館単行書フランス近代絵画のながれ７０６
愛知県美術館単行書アンドリュー・ワイエス－創造への道程７０６
MIHOMUSEUM単行書MIHOGRANDAMA７０６
東京文化財研究所単行書東京文化財研究所七十五年史本文編７０６
三渓園保勝会単行書横浜開港１５０周年記念特別展「原三渓と美術－蒐集家三渓の旧蔵品」７０６
川口市逐次刊行物二人のクローデル展事業報告書７０６
篠原誠司逐次刊行物Infans１４７０６
三井文庫三井記念美術館単行書特別展江戸を開いた天下人徳川家康の遺愛品７０６.３６
瀬木慎一単行書美術品鑑賞・鑑定入門講座テキスト１～６７０８

単行書桜さくら：PictureBookofCherryBlossoms７０８
富田正弘単行書紙素材文化財（文書・典籍・聖教・絵図）の年代推定に関する基礎的研究７０９
二之宮隆単行書国宝よみがえる色彩７０９

著者名１図書区分書名分類

東北芸術工科大学文化財保
存修復研究センター

単行書
「地域文化遺産の循環型循環保存・活用シス
テムに関する総合的研究」研究成果報告書

７０９

新潟史学会単行書国宝修理装こう師連盟５０周年７０９
東京文化財研究所単行書東京文化財研究所概要２０１０７０９
芳賀徹逐次刊行物二人のクローデル展カタログ７１０
石巻文化センター単行書永遠の想い栄吉・幸子父娘展７１３

有賀祥隆単行書
東日本に分布する宗教彫像の基礎的調査
研究古代から中世への変容を軸に

７１８

新潟市歴史博物館単行書平成２２年度企画展三芳悌吉生誕百周年記念「砂丘物語」原画展７２０
東京都現代美術館単行書大岩オスカール夢みる世界７２０
和田京子単行書古→←今比べてわかるニッポン美術入門７２０
古河歴史博物館単行書奥原晴湖展７２０
竹久夢二単行書竹久夢二７２０
アートシード逐次刊行物物語の真っ只中７２０
サン・アート単行書秋山庄太郎・画家・一期一会７２０
山口蓬春記念館単行書山口蓬春日記第４巻７２１
黒田日出男単行書中近世風俗画の高精細デジタル画像化と絵画史料科学的研究７２１
山下裕二単行書水墨画発見７２１
内山淳一単行書動物奇想天外江戸の動物百態７２１
榊原悟単行書江戸絵画万華鏡戯画の系譜７２１
竹内栖鳳単行書竹内栖鳳７２１
東山魁夷単行書東山魁夷７２１
川合玉堂単行書川合玉堂７２１
足利市立美術館単行書「心眼の画家長谷川沼田居」展図録７２１
江尻潔他単行書牧島如鳩展図録７２１
花園大学国際禅学研究所単行書白穏禅師禅画墨蹟展７２１
狩野博幸単行書秀吉の御所参内・聚楽第行幸図屏風７２１
細見美術館単行書琳派・若冲と雅の世界７２１
三井文庫三井記念美術館単行書円山応挙空間の創造７２１
秋田市立千秋美術館単行書秋田蘭画とその時代展７２１
伊達市保原歴史文化資料館単行書熊坂適山７２１
帆風美術館単行書美術歳時記７２１
足利市立美術館単行書高木勇次展７２３
愛知県美術館単行書アンドリュー・ワイエス展カタログ７２３
秋田市立千秋美術館単行書廣幡憲展７２３
日本水彩画会単行書第９８回日本水彩展図録７２４
安城市歴史博物館単行書安城御影７２４
二木謙一単行書戦国武将の肖像画７２４

単行書蒼土７２４
単行書欅墨書院展作品集第４７回７２８

斎藤杉堂単行書杉堂の書７２８
春日井市道風記念館単行書世尊寺流の書７２８

単行書THE書法７２８
齋藤清単行書齋藤清７３３
竹葉丈単行書シュールレアリスムの写真と批評７４０
群馬県立歴史博物館単行書島霞谷と島隆７４０
細江英公単行書なんでもやってみよう７４０
細江英公単行書球体写真二元論７４０
細江英公単行書ざっくばらんに話そう７４０
山田一廣単行書冬の薔薇７４０
板橋区立郷土資料館単行書板橋と光学Vol.２７４２
秋山庄太郎単行書秋山庄太郎７４３
秋山庄太郎単行書花屏風７４３
秋山庄太郎単行書秋山庄太郎７４３

単行書秋山庄太郎美女１００人７４３
秋山庄太郎単行書秋山庄太郎作品集１９６０－１９６５７４３
細江英公単行書花泥棒７４８
細江英公単行書鎌鼬普及版７４８
細江英公単行書死の灰７４８
細江英公単行書写真家・細江英公の世界７４８
細江英公単行書おかあさんのばか７４８
秋山庄太郎単行書女の素顔７４８
秋山庄太郎単行書花の表情７４８
秋山庄太郎単行書男の年輪７４８
秋山庄太郎単行書秋山庄太郎写真集花２７３７４８
河野正伸単行書秋山庄太郎写真集私の仕事７４８

逐次刊行物カメラアイ１９６３.５№４第２巻第３号７４８
徳山市美術博物館単行書秋山庄太郎展美しい記憶７４８
秋山庄太郎単行書四季折々・花屏風７４８
秋山庄太郎単行書秋山庄太郎７４８
秋山庄太郎単行書秋山庄太郎作品集蝸牛の軌跡７４８
河野真進単行書日々是好日秋山庄太郎近作集７４８
秋山庄太郎単行書右往左往の日々秋山庄太郎作品集７４８

単行書秋山庄太郎の世界振袖７４８
秋山庄太郎単行書秋山庄太郎写真集花－３６５日７４８
秋山庄太郎単行書秋山庄太郎現代日本の作家たち７４８
秋山庄太郎単行書花・女秋山庄太郎７４８
秋山庄太郎単行書秋山庄太郎作品集おんな７４８
秋山庄太郎単行書作家の風貌一五九人７４８
秋山庄太郎単行書秋山庄太郎写真集花・おんなの遠近７４８
秋山庄太郎単行書秋山庄太郎写真集花の貌７４８



 

２８

著者名１図書区分書名分類
秋山庄太郎単行書秋山庄太郎とアラスカ花の旅７４８
秋山庄太郎単行書裸々裸々乱７４８
秋山庄太郎単行書さつきのふるさと鹿沼秋山庄太郎写真集７４８
秋山庄太郎単行書四方の花・花宴秋山庄太郎作品集７４８
秋山庄太郎単行書北国朱夏７４８

単行書秋山庄太郎「６０年の軌跡」７４８
秋山庄太郎単行書往時茫々７４８
秋山庄太郎単行書秋山庄太郎写真展往時茫々７４８
秋山庄太郎単行書花逍遥－３６６日７４８
秋山庄太郎単行書和洋花譜３６５日７４８
秋山庄太郎単行書花筐７４８
秋山庄太郎単行書花妖７４８
秋山庄太郎単行書鬱金香７４８
秋山庄太郎単行書薔薇よ！Rose３６５７４８
秋山庄太郎単行書秋山庄太郎花舞台７４８
萩原純一単行書私ひとりの雑写帖７４８
秋山庄太郎単行書花－３６５日いちごいちえ７４８
豊橋市美術博物館単行書すりもの展「錦絵・引札・包装紙」７４９

単行書ニッポンの伝承デザインイラストに見る図像とかたち７５０
MIHOMUSEUM単行書アジアのかざり７５０
アイヌ文化振興・研究推進機構単行書アイヌ－美を求める心７５０
青森県立郷土館単行書青森のわざ－伝統工芸のいま－７５０
大阪市美術振興協会単行書李秉昌博士記念韓国陶磁研究報告｣７５１
サントリー美術館単行書和ガラス７５１
春日井市道風記念館単行書春の特別展中国古代瓦文字の面白さ７５１
大阪市博物館協会単行書李秉昌博士記念韓国陶磁研究報告Ⅳ７５１
岩手県立博物館単行書いわての漆７５２
福島県立博物館単行書漆のチカラ７５２
静岡市立芹沢＿介美術館単行書芹沢＿介の作品７５３
株式会社資生堂文化デザイン部単行書SARACAVISION７５３

単行書草木花卉Ⅰ７５３
単行書禽獣虫魚７５３
単行書天象器物７５３

紅会単行書新版日本の文様第二集７５３
松木弘吉単行書長襦袢：和ごころを楽しむ日本のお洒落７５３
寺本哲子単行書小袖雛形：Kimonopatternsamples７５３
京都文化博物館学芸課単行書千總コレクション京都の優雅～小袖と屏風～７５３
須藤茂樹単行書戦国武将変わり兜図鑑７５６
一関市博物館単行書光芒の再生７５６
竹内恵美単行書金箔芸術の美截金の人間国宝展７５６
塩竃神社博物館単行書「仙台の刀工安倫」展資料集７５６
群馬県立歴史博物館単行書よろいかぶと７５６
西岡文夫逐次刊行物甲冑武具研究第１５２号７５６
小笠原信夫単行書日本刀の歴史と鑑賞７５６
飯田一雄単行書刀剣百科年表７５６
広井雄一単行書刀剣のみかた〈技術と流派〉７５６
歴史群像編集部単行書「図解」日本刀事典７５６
河邊正夫単行書日本の古典装飾：天平から江戸の時代様式にみる７５７
cochae単行書伝統こけしのデザインkokeshibook７５９
民藝編集委員会逐次刊行物民藝第六百九十七号一月号７５９
飯田市美術博物館・遠山常民大学単行書遠山霜月祭７６８
三隅治雄単行書伝統芸能７７２
北上市立鬼の館単行書能面展７７３
国立能楽堂単行書細見コレクション琳派にみる能国立能楽堂平成２１年度特別展示７７３
国立能楽堂単行書百万絵巻７７３
国立能楽堂単行書住友コレクション国立能楽堂平成２０年度特別展示７７３
山崎有一郎単行書能・狂言なんでも質問箱７７３
多田富雄単行書あらすじで読む名作能５０７７３
戸井田道三単行書能楽ハンドブック第３版７７３
小林責単行書狂言ハンドブック第３版７７３
愛媛県歴史文化博物館単行書歌舞伎と文学の世界７７４
山路興造単行書近世芸能の胎動７７４
植田紳爾単行書忘れな君７７５
秋山庄太郎単行書昭和の美女７７８
川添裕単行書江戸の大衆芸能歌舞伎・見世物・落語７７９
飯田市美術博物館単行書獅子舞７７９
三井記念美術館単行書館蔵室町三井家の名品７９１
佐藤亮一単行書方言８１８
本間久雄単行書文學と美術９０４
藤沢周平記念館単行書鶴岡市立藤沢周平記念館９１０
前田育徳会単行書国宝万葉集９１１

単行書花句会９１１
高橋章則単行書狂歌陸奥百歌撰９１１
斎藤茂吉記念館単行書斎藤茂吉記念歌集第３６集９１１.１
神部眞理子単行書松籟狩野永徳伝９１３
黒柳朝単行書花があったからいつも倖せだった９１４
福原義春単行書福縁伝授９１４

Prof.Dr.Selcuk単行書
TheCrescentandTheSunThreeJapaneseinIst-
anbul:HilalveGunesIstanbul'daUcJapon

Ｆ２２０

EstherChoi単行書ArchitectureAtTheEdgeOfEverythingElseＦ７２０
米沢上杉文化振興財団逐次刊行物米沢市上杉博物館年報VOL.２２平成２１年度Ｋ０６９.２５

著者名１図書区分書名分類
山形県立うきたむ風土記の丘考古資料館単行書平安初頭の南出羽考古学－官衙とその周辺－Ｋ０６９.２５
天地人博２００９実行委員会メディア資料天の時地の利人の和～天地人がもたらしたもの～Ｋ２１０.４
米沢市上杉博物館単行書戦国大名とナンバー２Ｋ２１０.４
米沢市上杉博物館単行書上杉家家臣団Ｋ２１０.４
山形県生涯学習文化財団単行書観る光らす山形～過去から未来へ～Ｋ２１２.５
近江雅和単行書上杉鉄砲物語Ｋ２７０
南陽市史編さん委員会単行書南陽市史編集資料第３９号・第４０号Ｋ２７３.２
米沢市教育委員会単行書米沢城「本丸跡」発掘調査報告書Ｋ２７４
米沢市教育委員会単行書川井平館南遺跡・川井平館北遺跡発掘調査報告書Ｋ２７４
米沢市教育委員会単行書遺跡詳細分布調査報告書第２３集Ｋ２７４
文化課（市立米沢図書館）郷土資料担当単行書米沢の神社・堂宮５－中部地区－Ｋ２７４
米沢上杉文化振興財団単行書図説直江兼続人と時代Ｋ２８９
火坂雅志単行書直江兼続の義と愛Ｋ２８９
今福匡単行書前田慶次武家文人の謎と生涯Ｋ２８９
大河ドラマ「天地人」米沢市推進協議会単行書大河ドラマ「天地人」米沢市推進協議会報告書Ｋ３６１

単行書
山形県指定無形文化財民俗文化財梓山獅
子踊り２００７文化庁ふるさと文化再興事業

Ｋ３８６

米沢花いっぱい運動三十周年記
念事業実行委員会記念誌発行部

単行書
米沢花いっぱい運動３０年の歩み：花に水
人に愛

Ｋ６２７

朝日新聞社事業本部名古屋企画事業チーム単行書親子のアトリエＫ７００
米沢上杉文化振興財団逐次刊行物伝国の杜だよりVol.１７～１９ＫＳ０６９.２５
井尻千男単行書明智光秀
山路興造単行書近世芸能の胎動



２９

（２）保管
　新規受け入れ資料のデータベース登録
　市内小中学校作品貸出
　米沢市議会棟アートアセンブリ展示作品貸出
　米沢市役所への作品貸出

■収蔵資料数（平成２２年度）

■館蔵資料貸出　２３件
■館蔵資料掲載申請件数　４２０件
■館蔵資料特別利用件数　４４件

（３）修理
　刀剣＝太刀　銘　奉納延貞経羽州米澤臣加藤寶壽造之同性長運斎綱俊造之　天保二年四月吉日
　　　　　　　→刀身の研磨と白鞘の締めなおしを行った。（株式会社日本刀剣）
　絵画＝上杉謙信書状　１通　→本紙・礼紙裏打ち１紙を巻子装丁にした。
　　　　上杉九将図・武田二十四将図　２幅
　　　　　　　→再装丁と太巻、保管桐箱新調。
　　　　富士山図（福王寺法林）１面→　額新調。
　　　　富士山図（本間国生）１幅　→　画面洗浄、軸締め直し。（以上４件　沖田表具店）

（４）博物館環境
　ＩＰＭ
　　　　・一般・特別収蔵庫の定期清掃
　　　　・展示倉庫の定期清掃
　　　　・トラックヤードへの虫捕りテープの設置
　　　　・館内空調のフィルタの設置
　　　　・環境モニタによるチェック　
　　　　・パッシブドインジケータによる有機酸のチェックなど
　新規受入資料の燻蒸作業（８月）
　　　　・トラックヤードにおいてフレーム燻蒸を行った。 

大分類� ２１年度までの資料総数�
１７，３１９�
１，４８１�
２９４�
７４６�
６７�

１，５６６�
２，７９５�
４０５�
７７�

１４�
３０６�
０�
０�
３�
７�

２８９�
０�
９�

１７，３３３�
�１，７８７�
�２９４�

７４６�
７０�

１，５７３�
３，０８４�
４０５�
�８６�

  ６２８� ２５，３７８�

２２年度受入資料数� ２２年度末資料総数�
歴 史 資 料�
絵　　　画�
彫　　　刻�
工　　　芸�
刀　　　剣�
書　　　跡�
生 活 資 料�
写　　　真�
そ　の　他�

２４，７５０�合　　　計�



管理・運営

（１）利用状況
　　　　　　　　　　　　　　平成２２年度入館者統計

（２）平成２２年度発行物
　　　　伝国の杜だより　ＶＯＬ．１８　　　　戦国大名とナンバー２
　　　　　８頁　平成２２年９月　５，３００部発行　　　　１３５頁　平成２２年５月　１，０００冊発行

　　　　伝国の杜だより　ＶＯＬ．１９　　　　上杉家家臣団
　　　　　８頁　平成２３年３月　５，３００部発行　　　　１２７頁　平成２２年９月　２，０００冊発行
　　　　国宝　上杉本洛中洛外図屏風

　　　　　３１頁　平成２３年３月（改定版第三刷）　２，０００冊発行

（３）ミュージアムショップ商品紹介
　　　当館ミュージアムショップで販売しているミュージアムグッズの売れ筋ランキングです。

（４）その他
　　　平成２２年１０月１日より、ミュージアムショップのインターネットショップの運営を開始した。 

３０

月�

４月�

５月�

６月�

７月�

８月�

９月�

１０月�

１１月�

１２月�

１月�

２月�

３月�

合計�

３，２１７� ４７� ４１３�３，６７７�

９，５４１� ３４９�２，４３８�１２，３２８�

７，０５４� １８０�１，０８２�８，３１６�

６，４５５� １９７� ５９３�７，２４５�

９，５１８� ７６６�１，４７２�１１，７５６�

７，０４３� ３４１� ６２６�８，０１０�

１０，１７４� ２８０� ６２８�１１，０８２�

７，７７９� ７９３� ４１５�８，９８７�

１，４９３� ８０� ６０８�２，１８１�

１，４１５� ５７� ８６�１，５５８�

２，１９０� １７０� １２７�２，４８７�

５６２� ６６� ２０� ６４８�

６６，４４１�３，３２６�８，５０８�７８，２７５�

一般� 合計�
�

小中生�高校生�
�

常設展（月別）� （単位：名）

企画展別入場者数� （単位：名）

５，４８５�５７９�１５３�４，７５３�

企画展名・会期�
“特別展　国立能楽堂開場２５周年記念�
「国立能楽堂コレクション展　能の雅　狂言の妙」”�
平成２２年４月１７日～５月２３日（３６日間）�

１２，８７５�９８０�３４４�１１，５５１�直江兼続生誕４５０年　特別展「戦国大名とナンバー２」�
平成２２年５月２９日～７月１９日（４７日間）�

６，５５７�４９６�２５８�５，８０３�企画展「母の手　和布で紡ぐ日本のこころ」�
平成２２年７月２４日～９月１２日（４９日間）�

２１，３４３�９５１�１，１７８�１９，２１４�直江兼続生誕４５０年　特別展「上杉家家臣団」�
平成２２年９月１８日～１１月２３日（６０日間）�

３，６５３�７６１�１２９�２，７６３�

５２，５７６�３，８７０�２，２８１�４６，４２５�

”企画展「米沢市上杉博物館アートコレクション�
　美術の見方案内所　みる・きく・かんじる」”�
平成２２年１２月４日～平成２３年２月６日（５３日間）�

２，６６３�１０３�２１９�２，３４１�

一般� 高大生� 小中生� 合計�

１�
２�
３�
４�
５�
６�
７�
８�
９�
１０�

洛中洛外図屏風　クリアファイル �
花押シール �
メモ帳　花押 �
手拭い　なせばなる／青 �
「上杉本洛中洛外図屏風」扇子（春夏） �
ポストカード　上杉鷹山 �
洛中洛外図屏風　立体はがき２枚 �
「上杉本洛中洛外図屏風」扇子（秋冬）�
ポストカード　正月の内裏�
ポストカード　謙信・景勝・直江 �

順位� 商　　　品　　　名�
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組　織

１．財団法人米沢上杉文化振興財団
　社団法人上杉博物館が平成２年３月に解散し、かわって財団法人米沢上杉文化振興財団が平成２年３月２２日に設立
され、米沢市より米沢市立上杉博物館（平成１３年９月２９日からは米沢市上杉博物館）の管理運営が財団に委託される
ことになった。また、平成１３年より県立置賜文化ホール自主事業を実施し平成１８年度より、米沢市上杉博物館並びに
米沢市座の文化伝承館の指定管理者として、管理運営を行っている。
　この財団は、平成元年、上杉家１６代当主隆憲氏より、重要文化財「上杉家文書」・重要文化財「紙本金地著色洛中
洛外図」（ともに現在は国宝）・県指定文化財「紙本著色厩図」・重要美術品「太刀銘長船長光附打刀拵」の４件が米沢
市に寄贈されたことを機として設立されたものであり、地域文化の振興を図るため、歴史・文化に関する調査研究及
び美術品の公開展示などの地域社会のより豊かな文化生活に寄与することを目的としている。

役　　員（敬称略　順不同）
　名誉会長　　上杉　邦憲
　顧　　問　　安部三十郎　　高橋　嘉門　　�橋　幸翁　　栗林　金郎　　上杉　季雄
　理　事　長　　伊藤　和夫
　副理事長　　亀岡　　博　　松田　俊春
　常務理事　　磯部　道昭
　理　　事　　上杉紀美子　　上杉　虎雄　　上杉　裕憲　　遠藤　恵子　　筧　　統子　　小嶋彌左衛門
　　　　　　　齋藤　榮助　　佐藤　政一　　佐藤　良吉　　真田　幸光　　曾根　伸良　　大乗寺　健　
　　　　　　　種村　信次　　町田　妃子　　町田　富保　　山中　絢子
　評　議　員　　安部　行雄　　五十嵐京子　　小形　義和　　川合　重穂　　九里　廣志　　桑原　君子
　　　　　　　佐藤美保子　　佐藤　安子　　佐野　隆一　　鈴木　秀男　　�橋　英機　　�橋　幹夫
　　　　　　　田中　米子　　手塚　　正　　新田　妙子　　舟山まり子　　本田　忠夫　　宮坂　直樹
　　　　　　　涌井　旦一
　監　　事　　安部　紀子　　小林　正夫
事　務　局
　事務局長　　磯部　道昭
　事務局員　　角屋由美子　　花田　美穂　　生熊　郁子　　阿部　哲人　　安部　理絵　　千田　祥子
　　　　　　　寒河江大輔　　沖田　友紀

２．伝国の杜運営協議会
　財団法人米沢上杉文化振興財団が指定管理者として管理する米沢市上杉博物館および、隣接する置賜文化ホールで
開催する自主事業等の適切な運営を図るために設立された諮問機関。
伝国の杜運営協議会員
　山田　真一（学校教育関係者）　　吉澤　彰浩（学識経験者）　　　　高橋由紀男（学校教育関係者）
　安部　　徹（学識経験者）　　　　佐藤　詠一（学校教育関係者）　　高橋　如水（学識経験者）
　新野　裕美（学校教育関係者）　　鈴木　のり（学識経験者）　　　　内藤　文徳（学識経験者）
　楠　　裕行（学識経験者）　　　　五十嵐さよ子（学識経験者）　　　本田　和也　（学識経験者）
　貝沼　安造（学識経験者）

館長�

伝国の杜運営協議会�

事務局�

名誉会長� 評議員会�

事務局長�

事務局員� 学芸員�

理 事 会 � 理　事　長�
副 理 事 長�
常 務 理 事�
理　　　事�

監事�

顧問�

財団法人米沢上杉文化復興財団�
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扉絵資料解説�

ＣＯＬＯＲＡＤＯ�

後藤克芳�
１９７７�
油彩・木�
３８．０×５０．５×７２．０�

美しいコロラドの風景（ロッキー山脈とおだまき）が描かれた切手にざっくりと剃刀の刃が切り込まれていま
す。自然破壊に強い関心を寄せていた作者は、「切手」という身近なものを用いて、その警笛を鳴らしています。
作品は丹念に削った木を着色して作られ、軽快でありながら美しい完成度を誇っています。ニューヨークで暮ら
した後藤の作品は「ポップアート」と形容されますが、大量消費社会やコマーシャリズムを謳歌する１９６０年代の
アメリカで流行したポップアートとは一味違った後藤独自の表現世界です。�

米沢市上杉博物館　年報　ＶＯＬ．23

平成２３年１２月印刷・発行�

印刷：有限会社　富士印刷�

編集：財団法人　米沢上杉文化振興財団　発行：米沢市上杉博物館�
〒９９２‐００５２　山形県米沢市丸の内１－２－１�
ＴＥＬ０２３８－２６－８００１　ＦＡＸ０２３８－２６－２６６０�
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